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１．「学習：秘められた宝」

　『 ֶ शɿ ൿ め ら れ た ๅ 』	-eaSninHɿTIe�
TSeaTuSe�WitIin
（以Լʀʮൿめられたๅʯ）は，
Ϣωεコʮ�1ੈل教育国際ҕһձʯの報ࠂॻで
ある。ฏ̔（1���）に報ࠂされ，時，
，にڞのओཁな教育を広く展するとل�1ੈ
げܝ本பʯを࢛の教育におけるʮֶशのل�1ੈ
ている（ਤ１）。

　この࢛つのֶशのபはࣔࠦにみ，報ࠂॻがॻ
かれてから�0ۙくܦったࡏݱにおいても，まっ
たく৭あせていない。
　知ࣝج൫社ձに生きるࢲたちは，มԽのܹしい
社ձのதで，つͶにֶびଓけ，ֶΜͩことを実践
にܨげ，ଟ༷な文Խやޠݴをもったੈքのਓʑと
。められているٻに生きていくことがڞ
　まͣ，ߴֶߍの教科ʮ情報ʯについて，この
ʮֶशの࢛本பʯのࢹから考えてみたい。
（１）知ることを学ぶ（Learning to know）
　いまから�0前のত5�，/),ςϨϏの
をしていたࢣߨʮֶʯの࠲ߨ実ྗཆߍֶߴ

˞１

▲図１　学習の四本柱

学習の四本柱
（The four pillars of education）

○　知ることを学ぶ（Learning to know）
○　為すことを学ぶ（Learning to do）
○�　（他者と）共に生きることを学ぶ�
　（Learning to live together,

Learning to live with others）
○�　人間として生きることを学ぶ

（Learning to be）

は，/),から૬ஊをडけた。ʮ/),ではςϨϏࢲ
์ૹでύιコン画૾をૹりたいと考えている。ま
ͣは，教育ςϨϏの『ֶ』が試行しやすいと
அした。ྗڠして΄しいʯというものであった。
　ͦの݁Ռ，ബい৭のഎܠのதに，ઢと文ࣈで，
ᶃ単Ґԁと┼࣠，┽࣠がඳかれ，
ᶄͦのԁप上を̥が動き，
ᶅݪとԁप上の̥がઢ（動ܘ）で݁ばれ，
ᶆ動ܘが┼࣠のਖ਼の方向となす֯Вがදࣔされ，
ᶇ̥の࠲ඪが（�coTВ，TinВ）とදࣔされる
という，これͩけのプϩάϥϜを#"4ICで作
してΦンΤΞすることにޭした（ਤ̎）。

　時のことをࢥい出すと，/),でさえもͦの
ఔͩったのͩと，վめてෆٞࢥなײ動を֮える。
　また，ฏ̏，ࢲは，౦ژ教育ிの指ಋओ
，をしていたが，ֶश指ಋཁྖのվగによってࣄ
தֶߍʮٕज़・Ոఉ科ʯにはじめてʮ情報ૅجʯ
というコンϐューλのྖҬがೖることとなり，౦
でٕज़を教えるશ教һをରߍのެཱதֶژ
としたݚमを担した。ͦ の時，まͩインλー

┽

┼

M0

В

1（coTВ，TinВ）

▲図２　BASICで作成され，放映された図（イメージ）

東京農業大学／前世田谷区教育委員会教育長

एҪా�ਖ਼文

人間として他者と共に生きることを学ぶ教科「情報」

※注１：ユネスコ編　天城勲監訳　1997　『学習：秘められた宝』　ぎょうせい
　　　　または，UNESCO（http://www.unesco.org/delors/）を参照。
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を社ձのதの一組৫として情報が行き交う場につ
くりมえていくことでもある。
，では，ཱしているҬはもちΖΜߍֶߴ　
日本・ੈքをわͣ，ଞのߴֶߍ，େֶ，ڀݚ
機関，企業，/10などとֶߍを͗ܨ，つͶに教
育༰の࣭をߴめ，情報のੵۃ的な発৴を行って
いくことがॏཁである。
　ͦして，授業は，新しい情報によるઈえؒない
教材ڀݚとਂい生徒ཧղ，ICTをద時దに༻い
るによって，知ࣝج൫社ձにおけるߴֶߍ
教育を๛かなものにしていくものでなければなら
ない。
　とくに，教科ʮ情報ʯの先生方は，授業を௨し
て社ձの情報Խのਐ展に参画しているという意ࣝ
を࣋ちଓけ，ֶߍでリーμーシップを発شして
いたͩくことがॏཁである。
　情報社ձにओ体的に参画することをʮ実践して
いるʯ࢟を生徒に見せることが，生徒がʮҝすこ
とをֶͿʯج൫をつくっていくからである。
（３）�（ 他 者 と ） 共 に 生 き る こ と を 学 ぶ�

（Learning to live together,�Learning to live 
with others）

　ੈքはଟ༷ੑにຬちている。
　ʮൿめられたๅʯでは，ʮڞに生きることをֶͿʯ
ことについて，ʮଟ༷ੑのՁと૬ޓཧղとฏ
のਫ਼ਆにͮجいて，ଞऀをཧղし，૬ޓґ存をධ
Ձすることであるʯとड़ている。また，ͦのた
めに，ʮଞऀを発見することʯ（%iTcoWeSinH�
otIeST）がॏཁであるとड़ている。
のଟ༷ੑを知り，ʮଞޠݴは，ҟなる文Խやࢲ　
ऀを発見することʯにおいて，教科ʮ情報ʯ΄ど
ྗを発شする教科はないと考えている。
　'ace�to�'aceのコミュニケーションྗをशಘ
することが，ݱに生きるࣇಐ・生徒たちにඞཁ
ෆՄܽなことはいうまでもない。
　教科ʮ情報ʯでは，さらに，情報とメσΟΞの
ಛ，情報機ثや情報௨৴ωットワークを活༻し

ωットはなく，ݚमのத৺は.4�%04およびप
ลιϑトをֶͿことであった。とこΖが，ͦのݚ
मがऴྃした後にはWindoXT�5がొ場し，一
体，あのݚमはԿͩったのかとࢥったこともあっ
た。
　このように，ここेのICTのٕज़的ਐาは
時の૾をえ，今後もࣇಐ・生徒がֶߍでֶ
Μͩことが，たちまちにཱたなくなるというࣄ
ଶがىこることはेఆされる。
　ͩからこͦ，ࣇಐ・生徒には，体ܥԽされてい
る知ࣝをٵऩするとڞに，知ࣝをಘるためのֶび
方をֶΜで΄しいのである。
　ͦれが，-eaSninH�to�LnoX�である。
　ͦこで，教科ʮ情報ʯの先生方には，情報社ձ
にෆՄܽなさまざまな知ࣝをֶびଓけるओ体であ
る生徒の意ཉや情を৳ばし，ཧ的・体ܥ的に
ֶͿֶび方をえ，生徒たちを育てていたͩきた
いと願っている。
（２）為すことを学ぶ（Learning to do）
　খֶߍの新ֶश指ಋཁྖでは，ࣇಐが，コン
ϐューλや情報௨৴ωットワークに׳れしΉͩ
けでなく，ج本的なૢ作や情報Ϟϥϧをにつけ
るようվగされた。খֶߍでも，しΉͩけでは
なく，使えることを目指すようになったのである。
　ʮҝすことをֶͿʯというのは，ʮ知ࣝをいかに
実践に݁びつけるかʯをֶͿということである。
　教科ʮ情報ʯでは，社ձの情報Խのਐ展にओ体
的にର応できるྗとଶを育てることが目ඪの
一つとなっている。すなわち，教科ʮ情報ʯでֶ
Μͩことを日ৗの生活で実践し，教科ʮ情報ʯで
ֶΜͩことをૅجとして社ձの情報Խにओ体的に
参画することがٻめられている。
　では，ͦのためのඞཁ݅はなΜであΖう。
の先生方が，社ձの情報Խのߍֶ，は，まͣࢲ　
ਐ展にओ体的にର応し，参画する意ࣝをもち，実
践することͩと考える。ͦれは，教科をわͣ，
先生方がֶߍというดじたۭؒの֪をഁり，ֶߍ
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』という文ষのதで，ʮࢲは，ਓという文ࣈを見
るとき，しばしばײ動する。ななめの画がたがい
にࢧえ合って，ߏされているのである。ʯとड़
ている。
　ਓがたがいにࢧえ合って生きているからこͦ，
ଇや๏があり，ͦれらنのܾまりとしてݶ࠷
のܺؒをຒめるようにϞϥϧがඞཁであることを
ֶͿことは，教科ʮ情報ʯͩけにݶらない。しか
し，ͦのことを情報社ձとの関においてޠるこ
とは教科ʮ情報ʯのಘ意とするとこΖである。
　教科ʮ情報ʯが，ਓؒとしてのཧをもって情
報社ձのதでいかに生きるか，といういを生徒
たちにいかけることのできる教科であることを，
先生方はތりにࢥい，授業を実践していたͩきた
いと願っている。

２．中学校における情報教育

（１）PISA（生徒の学習到達度調査）2012
　まͣ，0EC%の1I4"�01�の݁Ռをগし見てみ
たい。1I4"�01�の݁Ռについては，国ཱ教育
ॴ編で『生きるための知ࣝとٕ̑』が出ڀݚࡦ
版されている。
　ご存知のように1I4"は，ٛ教育ऴྃஈ֊の
どもがもっている知ࣝやٕを，実生ࢠのࡀ15
活のさまざまな場໘でどれͩけ活༻できるかをଌ
るௐࠪである。読ղྗ，ֶ的リςϥシー，科ֶ
的リςϥシーの̏についてௐࠪしている。第
１ճの本ௐࠪは�000に行われ，ࢲもֶ的リ
ςϥシーௐࠪの国ઐҕһをめていた。
　1I4"�00�から国際Φプションとして，はじめ
てコンϐューλを使༻した読ղྗௐࠪを実ࢪした。
このʮσδλϧ読ղྗௐࠪʯについて，国ཱ教育
ڀݚࡦॴのʮ1I4"�00�σδλϧ読ղྗௐࠪ

˞̏

たදݱやコミュニケーションについてֶび，情報
社ձの՝と情報ϞϥϧなどについてֶͿのであ
るから，ʮଞऀを発見するʯ機ձがଟいのである。
　情報はੈքを݁Ϳ。教科ʮ情報ʯの先生方には，
生徒たちにଟ༷な文Խやޠݴのଞऀを発見し，ڞ
に生きることについて（%iTcoWeS�otIeSTと-iWe�
XitI�otIeSTについて）ֶ Ϳ機ձを与え，ੈ քのਓʑ
とڞに生きる，ཱࣗした社ձਓを育てているのͩ
という໌֬な意ࣝをもって授業にྟΜでいたͩき
たいと願っている。
（４）�人間として生きることを学ぶ

（Learning to be）
　教育というӦみを一ݴでड़れば，ਓྨが֫ಘ
してきた知ࣝやஐܙを体ཱܥてて教えるとڞに，
ਓؒとしていかによりよく生きるきか，という
ことをࣗら考え実践するྗを育てるӦみである。
的にはۃڀ，で教えるすての教科もߍֶߴ　
ͦこに݁びつく。
　教科には，ͦれͧれֶश指ಋཁྖでఆめられた
目ඪがあり，༰があるが，教育ج本๏を࣋ち出
すまでもなく，教育はਓ֨のを目指して行わ
れるӦみであり，-eaSninH�to�beにଞならない。
　将来の社ձを担うݱの生徒たちが，情報社ձ
のしくみやಛ࣭をཧղし，情報社ձにおいてਓؒ
としていかに生きるかをֶͿ，ઈの機ձを与え
ることができるすばらしい教科がʮ情報ʯなので
ある。このことを，教科ʮ情報ʯの先生方にे
֮ࣗしていたͩきたいとࢥう。
　ͦのことは，とりもなおさͣ，先生方ࣗが，
この情報社ձのதでਓؒとしていかに生きるかを
いଓけ，実践することにଞならない。ۙな先
生方が生徒たちのϞσϧなのである。
たちへ܅に生きるلは『ೋे一ੈࢯഅྒྷଠ࢘　

˞̎

※注２：�歴史小説家の司馬遼太郎氏が子どもたちに向けて書いたエッセー。大阪書籍発行の国語教科書に掲載された。司馬遼太郎記念館
Webサイト（http://www.shibazaidan.or.jp/world/）参照。

※注３：�国立教育政策研究所　2013　『生きるための知識と技能�5�-OECD生徒の学習到達度調査（PISA）2012年調査国際結果報告書』　明石
書店
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ϐューλを使༻したௐࠪをʮֶ的リςϥシーʯ，
ʮ読ղྗʯ，ʮղܾྗʯのࡾつのに֦େ
したことは，ٛ教育ऴྃஈ֊のࢠどもがこれか
らの社ձで生きる上で，コンϐューλを活༻する
ྗがඞཁであると，0EC%がஅしたからにଞな
らない。

（２）提言：中学校に新教科「情報」の設置
　教科ʮ情報ʯが，ݱの，ͦして将来の情報社
ձにおいて，知ることをֶび，実践することをֶ
び，ଞऀとڞに生きることをֶび，ਓؒとして生
きることをֶͿ，ॏཁな༰を๛かにもっている
ことについてड़た。
は，このようなಛ࣭をもつ教科ʮ情報ʯのதࢲ　
で，科目ʮ社ձと情報ʯの΄とΜどをதֶߍにҠ
行し，ʮٕज़・Ոఉ科ʯとはಠཱした教科とする
きであると考える。
　このようにड़ると，す͙தֶߍにおける૯授
業時ؒと֤教科の授業時ؒのٞにҠ行し，
݁Ռ的に新教科のઃஔは実ݱしない，と༧され
ることも൱めない。しかし，ࢲは࣍のから，࣍
期ֶश指ಋཁྖվగにおいてதֶߍに新教科ʮ情
報ʯをஔくܾஅをすきであると考える。
　第一に，ड़るまでもなくதֶ生にಧく情報ྔ

ʮ·͔ͬͨ͘ɼ΄とΜͲͳいʯ
とճͨ͠ੜెのׂ߹

÷☚÷̀ ù÷☚÷̀ û÷☚÷̀ ý÷☚÷̀ ÿ÷☚÷̀ ø÷÷☚÷̀

コンϐューλで
॓をする

΄かの生徒とֶߍの
教材をڞ༗する

のためにڧのษߍֶ
インλーωット上の
サイトを見る

üú☚ýì
øú☚ÿì

ÿý☚øì
ûø☚Āì

ùü☚ùì
ÿÿ☚øì

üú☚ýì
øú☚ÿì

ÿý☚øì
ûø☚Āì

ùü☚ùì
ÿÿ☚øì

日本 0EC%ฏۉ

▲表１　�『生きるための知識と技能５』p.334のデータをもと
に作成。

ʙ国際݁Ռの֓ཁʙʯでは，ʮ『情報へのΞクセε・
取り出し』では，ෳのφϏήーション・πーϧ
をར༻し，ଟくのϖーδをԣஅしながら，ಛఆの
Σϒϖーδにたどりணき，ಛఆの情報を見つけ
出すٕがٻめられる。ʯなど，新たなྗやઓ
ུがඞཁとされることをड़ている。
　1I4"�01�では，コンϐューλを使༻したௐࠪ
にՃわった国・Ҭは��であり，新たにʮσδ
λϧֶ的リςϥシーʯௐࠪもՃわった。
　Ϩϕϧ̑以上の生徒のׂ合は，ʮσδλϧֶ
的リςϥシーʯにおいて，シンΨϙーϧが�5��ˋ
で１Ґ，日本は�1��ˋで̓Ґ，0EC%ฏۉは
11��ˋであり，ʮσδλϧ読ղྗʯにおいては，
シンΨϙーϧが����ˋでやはり１Ґ，日本は
1���ˋと̐Ґ，0EC%ฏۉは��0ˋであった。
　これらのௐࠪにՃえて，コンϐューλのར༻
に関するICT࣭ࢴௐࠪも実ࢪされた。
　ͦの݁Ռ，ֶߍ以֎でのコンϐューλのར༻目
的では，ʮ̚メーϧを使うʯ，ʮ１ਓ༻ήーϜで༡Ϳʯ
の߲̎目のみ，ʮ΄΅ຖ日ʯʮຖ日ʯとճした日
本の生徒のׂ合が0EC%ฏۉを上ճった。
　一方，ʮまったくか，΄とΜどないʯとճし
たׂ合が0EC%ฏۉよりもはるかにߴい߲目には，
ֶशにコンϐューλを༻いるものがଟく，例えば，
ʮ΄かの生徒とֶߍの教材をڞ༗するʯことが
ʮまったくか，΄とΜどないʯとճした生徒は，
（日本���1ˋ，0EC%ฏ�1ۉ��ˋ）である。同༷に，
ʮコンϐューλで॓をするʯ（同���1ˋ，
�5��ˋ），ʮֶߍのษڧのためにインλーωット上
のサイトを見るʯ（同5���ˋ，1���ˋ）となって
いる（ද１）。ࢲはこのঢ়گが৺でならない。
　国際Φプションとはいえ，�00�からʮσδ
λϧ読ղྗௐࠪʯを実ࢪし，�01�からコン

˞�

˞5

※注４：国立教育政策研究所　「PISA2009年デジタル読解力調査～国際結果の概要～」
　　　　http://www.nier.go.jp/kokusai/pisa/pdf/pisa2009_Result_Outline.pdf　参照。
※注５：�両デジタル調査の問題例は，「PISA examples of computer-based items」　http://cbasq.acer.edu.au/　（ログインネーム：

public，パスワード：access）に公開されている。
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３.　教科「情報」における問題解決

　まとめにかえて，科目ʮ情報の科ֶʯでおもに
ѻうʮղܾʯについて؆単に;れたい。
　科目ʮ情報の科ֶʯでは，ղܾを行うため
に情報と情報ٕज़をޮՌ的に活༻するֶश活動や，
ͦのج൫となる科ֶ的な考え方がॏࢹされている。
　この，ղܾについてֶͿֶशは，わͣかに
，श指ಋཁྖのʮ情報̗ʯなどに見られるがֶچ
これまでの日本のॳ・த教育には見られな
かったλイプのֶशである。
社ձにおいてඇৗにॏཁݱは，このֶशはࢲ　
であり，より࣭をߴめて教科ʮ情報ʯにおけるඞ
मのֶश༰とすきと考える。
　ͦもͦも，ղܾのためには，ߴֶߍの発
ୡஈ֊に合わせて，ཧのૅجをֶͿとڞに，ʮਪ
の方๏ʯ，ʮ発を広げる方๏ʯなどのʮ考を
ਂく広くʯするためのֶश，ʮとはԿかʯ，ʮ
の発見ʯというղܾのج本的なことがら，
ʮ目ඪのઃఆʯ，ʮղܾࡦのཱて方ʯ，ʮղܾの
組৫的なਐめ方ʯなどについて，よりेな時ؒ
をとってֶͿඞཁがある。ͦれらのֶशがेに
行われてこͦ，ʮのղܾとॲཧखॱのࣗ動Խʯ
やʮϞσϧԽとシミュϨーションʯ，ʮ情報௨৴ωッ
トワークとղܾʯ，ʮ情報のੵ・ཧとσー
λϕーεʯ，ʮղܾのධՁとվળʯなどのֶश
指ಋཁྖの༰が生きてくるのである。
　つまり，ࡏݱの科目ʮ情報の科ֶʯを知ࣝج൫
社ձのߴֶߍのඞम科目として，より;さわし
いものとするためには，さらにࠜ本にཱち返って
༰をߏ࠶するඞཁがあると考える。　　　
　ͦのからも，科目ʮ社ձと情報ʯの༰のଟ
くをதֶߍにҠ行し，教科ʮ情報ʯのֶश༰を
よりਂくするきであることをվめてड़ておき
たい。
後に，教科ʮ情報ʯを担する先生方に৺か࠷　
らΤーϧをおくりたい。

がここ֨ஈに૿Ճし，தֶ生がさまざまな情
報ののதで生きているݱ実があるからである。
　第ೋに，தֶߍ教育は国ຽがしくडけるٛ
教育ͩからである。
　ੈքの情報Խは，0EC%がٛ教育ऴྃஈ֊の
をରにコンϐューλを使༻したௐࠪをすࡀ15
るまでにࢸり，ٸなでਐ展している。情報
Խのは，ٛ教育ஈ֊から，情報のಛと情報
Խ社ձのಛ࣭をཧղし，情報機ثや情報௨৴ωッ
トワークなどをదに活༻して情報をऩ集・ॲ
ཧ・දݱするج本的なྗをཆうことをඞཁとし
ているのである。
　第ࡾに，将来，ଟ༷な文Խ・ޠݴのੈքのਓʑ
とする機ձが，ࡏݱのେਓにൺて֨ஈに૿Ճ
するதֶ生にとって，ڧくٻめられるྗの一つ
がコミュニケーションྗͩからである。とくに，
コミュニケーションखஈの発ୡをཧղし，情報機
や情報௨৴ωットワークを活༻してޮՌ的にコث
ミュニケーションを行うج本的なྗをཆうこと
は，ٛ教育ஈ֊でඞਢͩからである。
　しかしながら，ࡏݱのʮٕज़・Ոఉ科ʯにおい
ては，தֶ̏ߍؒでֶͿ༰がશ体でീつあり，
ͦの一つとしてʮ情報に関するٕज़ʯがઃఆされ
ているにա͗ない。しかも，ͦの༰は，
（１）ʮ情報௨৴ωットワークと情報Ϟϥϧʯ
（̎）ʮσΟδλϧ作品のઃܭ・੍作ʯ
（̏）ʮプϩάϥϜによるܭଌ・੍ޚʯ
のࡾつからなり，情報を社ձとの関わりのதでֶ
Ϳ༰がしい。
　やはり，ੵۃ的に情報社ձに参画するଶのج
本を育てるために，教科ʮ情報ʯの科目ʮ社ձと
情報ʯの༰をதֶ生という発ୡஈ֊に合わせて
దに取りೖれ，新教科をઃஔするきである。
　ͦのことによって，ߴֶߍの教科ʮ情報ʯの
༰もさらに࣭のߴいものにすることができる。
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１．はじめに

　本ߍはࡢに創ཱ110पをܴえたಓで̏൪
目にݹいྺ࢙をもつֶߍである。ւಓ教育ҕһ
ձが実ࢪするʮҬҩྍをࢧえるਓͮくりプϩ
δΣクトʯの指ఆߍ（ಓで指ఆߍは̕ߍ）でも
あり，ׂ̕以上の生徒がେֶへਐֶする。情報科
はچ՝ఔではʮ情報̖ʯを１，̎ ࣍に１単Ґͣ
つׂཤमしていたが，新՝ఔを機に̎̎࣍単
Ґの։ઃとなる。また，̎࣍から文ܥとཧܥ・
ҩਐྨܕコーε（ҩਐྨܕબऀはཧܥクϥεに
ؚまれる）にかれてクϥε編されるため，よ
り֤コーεの生徒のಛੑに合わせた授業を展։で
きるよう，文ܥクϥεではʮ社ձと情報ʯ，ཧܥ
クϥεではʮ情報の科ֶʯを։ઃする。ここでは，
本ߍの新՝ఔでの情報科の指ಋ方をまとめた。

２．目指すべき方向性

　情報科の指ಋにܞわるようになってからײじる
のは，ߍߴ生のIT機ثを使いこなすྗと情報
ऩ集ྗのߴさである。ྲྀ行にରするΞンςφはӶ
く，教ࢣの知らないؒにクϥεや部活動で-I/E
のコミュニςΟがཱち上がり意見交換をしはじ
める。また，࠷新ιϑトやόーδョンΞップへの
ର応ྗはൈ܈で，さまざまなΞプリをࣗࡏに使い
こなしている。しかし，ͦこには情報ٕज़にରす
るਂいཧղやਓ生ݧܦなしに，؍的に使いこな
してしまうةうさがある。ͦΜなߍߴ生ͩからこ
ͦ，目新しいιϑトの使い方ͩけをうのではな
く，࠷新ٕज़のࠜఈにあるૅجཧをཧղさせ，
今日の情報社ձをࢧえるٕज़を，しっかりとした
イメーδをもって活༻できる֬かなྗをにつけ
させるඞཁがある。ͦのためにૅجཧの指ಋ

北海道小樽潮陵高等学校

　ʑࠤ
hirochi@hokkaido-c.ed.jp

「社会と情報」「情報の科学」両科目の開設に向けて
ᴷੜెのಛੑに߹Θͤͨใڭҭをࢦしてᴷ

༰をॆ実させるとڞに，情報をਖ਼しく҆શに使い
こなすための情報Ϟϥϧをにつける指ಋを目指
している。

３．両科目共通の取り組み

（１）「痛快！コンピュータ学」
　情報のૅجཧをֶͿためには，ϋーυΣ
Ξ・ιϑトΣΞに関する知ࣝやωットワーク，
̎ਐのཧղがܽかせない。ͦれらを単に֮える
のではなく，ྺ࢙的എܠや科ֶऀたちのޠを௨
してυϥϚνックにֶばせたいというࢥいから，
ଜ݈先生の『௧շʂコンࡔも෭読本としてࡏݱ
ϐューλֶ』（集ӳ社文ݿ）をશ生徒にもたせ，
授業の関࿈の༧शとして読ませている（ਤ１）。

ຖճͦの֬ೝとしてখςεトを実ࢪしているが，
本ॻをར༻しているͶらいはきちΜとした目的意
ࣝをもたせるための動機ͮけである。本ॻは，ཧ
ղしておくき情報ཧに関して，さまざまなΤ
ϐιーυを交えながら，おもしΖく，わかりやす
くղઆされており，情報社ձをࢧえるٕज़の発展
にײをडけながら体ܥ的にֶΜでいくためのಓ
ඪとして活༻している。�00�刊行のため，時

『痛快！コンピュータ学』目次 関連する授業内容

第１章 コンピュータ学へ
ようこそ コンピュータの特性

第２章 20世紀を変えた
情報理論 ２進数とディジタル

第３章 戦争がコンピュータを
つくった コンピュータの歴史

第４章 0と1のマジック・プー
ル代数 論理演算

第５章 プログラム
コンピュータとの会話術

プログラム
アルゴリズム

第６章 世界を変えた
小さな「石」 ハードウェア

第７章 マシンと人間の
架け橋「OS」 OS

第８章 インターネットは
「信頼の輪」 ネットワーク

第９章 電脳社会の落とし穴 情報セキュリティ

第10章 コンピュータよどこに行く？ ユビキタス社会

▲図１　『痛快！コンピュータ学』と授業の関連
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　材としてはしࢉ，シϑトԋࢉ，ཧԋࢉఔ
にཹめておき，ਂೖりしす͗ないように意し
ている。Ͷらいとしてはコンϐューλにたった一
ܻ同࢜のしࢉをさせるためにも，これ΄どまで
の指ࣔがඞཁであることをཧղさせることと，ߴ
ਫ४ޠݴで同じࢉܭをやらせ，ͦの違いを体ײさ
せることにある。また，̎ਐをத৺としたૅج
ཧがいかにॏཁであるかを実ײさせるͶらいも
ある。ߴਫ४ޠݴに関しては，プϩάϥϜのૅج
をֶͿには，ݸਓ的には̘ޠݴが;さわしいと考
えているが，コンϐューλࣨのڥやଞでֶ
Ϳ)T.-との関࿈ੑ，教科ॻの༰を考ྀし，
εクリプトޠݴの+aWa4cSiQtを使༻している。
（３）問題解決学習（見学旅行）
　生徒は将来，情報機ثをۦ使し，さまざまな
で活༂してくれることと期待しているが，ֶ
の४උや見ֶཱྀ行ࡇߍֶ，教育の場においてもߍ
の活ث画のཱ案，ਐ࿏指ಋの場໘など，情報機ܭ
༻なしではりཱたない。情報科で情報機ثを
ޮՌ的に活༻してをղܾしていくྗをߴめ
ることが，ϗーϜϧーϜ活動やଞ教科との࿈ܞに
もܨがると考えている。྆科目ڞ௨で取り組Ή՝
は，̎࠷࣍େの行ࣄである見ֶཱྀ行をいかに
実りあるものにできるかということである。
　まͣ，『まちาきژमֶཱྀ行ࣗओݚमϚップ』
（教材ڀݚॴ）を生徒શһにもたせ，ਤ上の行っ
てみたい໊ॴをインλーωットでௐ，Ϩϙー
トを提出させる。࣍に，実際のࣗओݚम時に見ֶ
したいՕॴをϐックΞップして，Ҡ動खஈもؚめ
画をཱ案させる。ͦの際なΜとなく行く場ܭमݚ
ॴをܾめるのではなく，શ体で一つのςーϚとな
るよう見ֶ場ॴをબఆすることをॏࢹする。࠷ऴ
的なݚमܭ画はϗーϜϧーϜ活動のதでݚम൝ご
とに作するが，࠷ॳから൝活動とするとਓせ
にしてओ体的に考えない生徒が出るので，ࣄ前に
一ਓひとりがࣗなりのݚमܭ画をཱ案すること
をݧܦさせる。こうすることでݸʑがߴい意ࣝを

的な༰をదٓิするඞཁはあるが，めま͙ࣄ
るしくٕज़がਐԽする情報社ձにおいて，いつの
時にも௨༻するීว的な༰であり，生徒が情
報にڵຯをもつେきなきっかけになっている。
（２）プログラミングの体験
　すての生徒にૣい時期からプϩάϥミンάを
体ݧさせ，コンϐューλとରする֮ײをཆうこ
とを目的として，ࡏݱでもॳาのプϩάϥミンά
を行っており，新՝ఔでも྆科目で取り組Ή。
༰は，̎ਐやཧԋࢉのૅجཧをֶशした
後，ΞセンϒリޠݴでϋーυΣΞを意ࣝしたプ
ϩάϥϜのૅجをֶび，࠷後はߴਫ४ޠݴで実際
のϒϩάϥϜを体ݧさせるというྲྀれを意ࣝして
いる。ΞセンϒリޠݴはI1"ओ࠵ʮج本情報ٕज़
ऀ試ݧʯ༻のC"4-ᶘを使༻し，ౢ܇先生の
『C"4-ᶘશ合֨教本』（新出版社）にଐ
しているシミュϨーλ，ʮ-et`T�C"4-ᶘʯで実श
を行っている。ʮެ的な教育機関においてはύι
コン教ࣨなどにඞཁインεトーϧՄʯとい
う使༻݅のおかげで，وॏなΞセンϒリޠݴを
体ݧさせることができる。ʮ-et`T�C"4-ᶘʯでは
編集Ϟーυでコーυをೖྗし，ΞセンϒϧϘλン
でೖྗしたコーυを機ցޠに༁するというखॱ
を౿まえた上で，実行ϞーυでプϩάϥϜを１行
ͣつ実行することができる。実行ϞーυではϨδ
ελとメϞリの情報がリΞϧλイϜにදࣔされる
ので，１行ͣつ໋ྩの༰を֬ೝしながら，Ϩδ
ελとメϞリのσーλのやり取りを体ײすること
ができ，生徒はプϩάϥϜを動かす実ײを体ݧす
ることができる（ਤ̎）。

▲図２　『CASLⅡ完全合格教本』と「Let’s�CASLⅡ」
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であること，また，ීஈの授業でखをൈいてい
ても，一௮けのֶशで一発ٯసがՄであるఆ
期考ࠪではなく，ฏৗ時の取り組みをできるͩけ
ධՁにөさせたいと考えているためである。

４．「社会と情報」の重点指導

（１）実践的な問題解決学習
　情報機ثを活༻して，情報をऩ集，ॲཧ，ද
ߴし，ޮՌ的にコミュニケーションするྗをݱ
めるために，ߍߴ生にとってۙでより実践的な
見ֶཱྀ行にՃえて，ֶࡇߍ，ਐ࿏બֶशでも
ղֶܾशに取り組Μでいる。また，情報の授業
でݸʑがεΩϧΞップすることで，クϥεશ体の
ղܾྗがߴまることを期待している。
じるײ担としてϗーϜϧーϜ活動の際にڃֶ　
のは，֤行ࣄのし合いの場໘で生徒にԹࠩが
あることである。行ࣄにੵۃ的な一部の生徒をத
৺としてはਐΉが，ਓせにしてଞਓࣄととら
える生徒，あるいはྗڠするؾはあるものの，ど
うしてよいかわからͣ意見をいえない生徒がおり，
なかなか一体ײを生み出せない。しかし，一見，
ແ関৺をっている生徒でも，実はࣗなりの考
えをもっており，たͩ，ͦれをදݱするज़をもた
ないͩけであることがଟい。ͦこで，情報科の授
業を௨してし合いに参Ճするखஈと機ձを与え
れば，クϥεでの活動にओ体的に参Ճすることが
できるようになる。ݸʑの生徒がεΩϧΞップし，
い意ࣝでϗーϜϧーϜ活動に参Ճできるྗをߴ
ഓっていくことで，݁Ռとして科目の目ඪも実ݱ
できると考えている。
では，まͣ，શһにクϥε企画のཱ案ˠࡇߍֶ　
プϨθンςーションˠධՁ・վળまでをݧܦさせ，
に，খάϧープの࣍。めるߴʑのٕज़と意ࣝをݸ
ϒϨーンεトーミンάを௨して，集ஂのதで発ݴ
することへのײ߅を取りআき，ٞに参Ճする
ॆ実ײを体ݧさせる。ͦしてάϧープごとにΞイ
σΟΞをཧし，クϥεશ体の意見へと発展させ

もってओ体的に൝活動に参Ճすることができ，実
ޮੑのある࣭のߴいݚमܭ画をཱてることができ
る。Ҡ動खஈを考える際には，:aIoo�の࿏ઢࡧݕ
をհし，ৄࡉなҠ動ܭ画をཱてさせている。
　ཱྀ行からると൝ごとにݚम報ࠂのεϥイυを
作・発දし，࠷後に֤クϥεからද൝をબび，
ʮ૯合的なֶशの時ؒʯをར༻して，ֶ̎શ体
で報ࠂձを։࠵する（ਤ̏）。

　ここでもਓせにならないよう，ࣄ前に生徒શ
һにεϥイυͮくりをݧܦさせておき，ݸʑの意
ࣝもߴめておくようにしている。また，ここでഓっ
たプϨθンςーションྗはଞ教科の授業やҩਐ
コーεのメσΟΧϧΩϟンプ，さまざまなܕྨ
活動でも活かされている。
（４）情報モラルの指導
　σΟδλϧωイςΟϒで情報機ثをࣗ༝ࣗࡏに
使いこなすߍߴ生にとって，情報Ϟϥϧのܽは
ඇৗにݥةである。プϩϑや4/4でのෆ༻意
な発ݴやෆదなࡌܝも後をઈたͣ，時ؒをかけ
て生徒のதで情報Ϟϥϧにରする意ࣝをख़させ
ていく指ಋがඞཁとなる。࠷ॳの授業でΦリΤン
ςーションも݉Ͷてωット社ձにજΉ誤ղやݥة
ੑを指ಋした後は，దٓ，ؒを௨してࣄ例集で
情報Ϟϥϧについて考えさせるようにしている。
（５）小テストによる評価
　֤ճの授業のཧղや༧शঢ়گを֬ೝするため
に，΄΅ຖճখςεトを実ࢪしており，ֶ期ごと
のఆ期考ࠪは行っていない。ͦのཧ༝としては，
情報の授業を一ਓで担しているため，考ࠪをई
としなくても，ධՁするための؍٬σーλがे

▲図３�　『まち歩き京都修学旅行自主研修マップ』と生徒の発表
の様子
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ωットワーク，によってはʮج本情報ٕज़
ऀ試ݧʯϨϕϧまで౿み込Μで，ઐ的なֶशへ
のೖޱにཱてる指ಋを目指している。ص上ͩけの
ֶशでऴわらͣ，すてのに実ײをともなう
実शを取りೖれたいと考えているが，まͩまͩࢲ
のྗෆで実ݱできていない՝もଟい。来，
新たな試みとして४උをਐめているのは，̎ਐ，
ཧԋࢉをֶशした後，プϩάϥϜのֶशにೖる
前にもう一ஈ֊，؆単なిࢠ作で実際にճ࿏
のしくみを体ײさせる実शを取りೖれたいという
ことである。また，σーλϕーεのֶशに044
の.Z42-をಋೖし，42-のج本ૢ作を実शする
ことで，しいσーλϕーεの֓೦を۩体的にイ
メーδしながらֶばせたいと考えている。情報科
を௨して，将来はよりઐ的にֶΜでみたいとڵ
ຯを๊く生徒が一ਓでも૿えて΄しいという願い
も込めて，授業ܭ画をࢥ案している。

６．まとめ・今後の課題

でଟ༷Խしている今日の情報Խ社ձにおいߴ　
て，ߍߴの̏ؒで情報教育を݁させることは
しい。தֶ，େֶとの指ಋ༰の࿈ܞを意ࣝし，
を目指ݱでֶश指ಋཁྖにある教科目ඪの実ߍߴ
す授業をすることで，େֶでよりߴにֶΜでい
くためのڮしをしたいと考えている。本ߍは΄
とΜどの生徒がେֶへਐֶするため，େֶडݧを
意ࣝしたֶश指ಋにྗをೖれている一方，શਓ教
育を目指すߍ෩もあり，生徒ձ行ࣄや部活動も
活発で，情報教育にରするཧղもಘられやすいܙ
まれたڥにある。今ճの新՝ఔを機にʮ社ձと
情報ʯ，ʮ情報の科ֶʯの྆方を։ઃすることが実
できたが，本来であれば文ཧをわͣ，྆科目ݱ
をબཤमとすることがましい。情報科の指ಋ
体੍を考えると，これがࡏݱ，生徒に与えられる
であると考えているが，今後は本来ڥのݶେ࠷
あるきબཤमの実ݱを目指し，྆科目の教育
༰のॆ実により一努めていきたい。

るٕज़をにつけさせる。
　また，ਐ࿏બֶशではਐ࿏指ಋ部発行のʮਐ
࿏ϊートʯというࢠを使い，１，̎ ࣍のʮ૯
合的なֶशの時ؒʯのதでܭ画的に指ಋが行われ
ており，ͦこでも情報活༻ྗをඞཁとする場໘
がଟい。ࣗの将来について考えることはߍߴ生
活で໘する࠷େのʮʯであり，情報科とϗー
ϜϧーϜ，ਐ࿏指ಋ部が࿈ܞする意ٛはେきい。
（２）情報の発信
　情報のडけखଆにまわるͩけでなく，ঢ়گに応
じてࣗら情報を発৴するٕज़とଶを育するた
めのֶशとして，プϨθンςーションとWebϖー
δ作に取り組Μでいる。本ߍWebϖーδの部活
動հは，生徒が授業で作したもののதから༏
लな作品をબΜでࡌܝしている。ࡢまでは
)T.-をֶशした後，ϗーϜϖーδϏϧμーで作
していたが，今から本ߍϖーδに/etCoNNonT�
をಋೖしたことから，部活動հϖーδはWoSd
で作し，1%'ϑΝイϧとしてࡌܝしている。
生徒はࣗたちのखで作したものがࣗߍのWeb
ϖーδとして発৴されるୡײをಘることができ，
また，ର֎的にも生徒の生き生きとした生のを
発৴することで，૬ޮՌもେきい。

５．「情報の科学」の重点指導

（１）プログラムによる問題解決
　情報社ձの発展にओ体的に寄与するྗとଶ
を育てるため，ط存のιϑトにશにґ存するの
ではなく，ঢ়گに応じてプϩάϥϜでコンϐュー
λに指ࣔできるなどのྗの育を目指す。教科
ॻにあるฒସえのද的な例を௨して，Ξ
ϧΰリズϜとプϩάϥϜのૅجをֶशし，プϩά
ϥϜによるղܾྗのमಘを目指す。
（２）専門性への入口を意識
　将来，ཧֶ部やֶ部を目指す生徒もଟく，コ
ンϐューλのੈքに関する知的ح৺もڧい向
にある。̎ਐやϋーυΣΞ・ιϑトΣΞ，
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１．はじめに

　本ߍは�00�に։ߍした૯合ֶ科ߍߴである。
１ֶֶ̒ڃあり，ྻܥがつにかれ，ଟछଟ
༷なબ科目がある。ʮΩϟリΞコΞʯというΩϟ
リΞ教育を行う授業が֤࣍にઃけられている。
のඞཤम科目ʮ社ձと情報ʯと，おも࣍は１ࢲ
に情報メσΟΞྻܥの授業を担している。この
ઃఆ科目ߍにはઐ教科ʮ情報ʯの科目とֶྻܥ
が組み込まれている。情報科では，ֶशプϩセε
のதでプϨθンςーションεΩϧやコミュニケー
ションεΩϧの向上も目指している。ͦのため，
Ϩϙートや文の作，プϨθンςーションを行
う機ձもଟい。ΞクςΟϒϥーニンάの授業ܗଶ
はʮΩϟリΞコΞʯや情報科のみならͣ，国ޠや
ӳޠ，อ݈体育など，さまざまな教科で取りೖれ
ている。

２．アクティブラーニング

（１）アクティブラーニングとは
　ΞクςΟϒϥーニンάとはʮ動的なֶशʯの
ことである。授業ऀが一方的にֶशऀに知ࣝୡ
をするٛߨελイϧではなく，՝ڀݚや1#-
（1SoKect�1SobMeN�#aTed�-eaSninH），σΟεΧッ
ション，プϨθンςーションなど，ֶशऀが動
的にֶͿελイϧの授業を૯শする༻ޠである。
　ਤ１はΞメリΧ国ཱ܇࿅ڀݚॴ（/ationaM�
TSaininH�-aboSatoSieT）が発දしたʮֶびのϐϥ
ミッυ（-eaSninH�1ZSaNid）ʯである。ै来のֶ
श๏は౷的ֶश๏（TSaditionaM�1aTTiWe）に֘
し，ΞクςΟϒϥーニンάはԼのνーϜֶश
（TeaNinH�"ctiWe）に૬する。

東京都立葛飾総合高等学校

ਢ౻　
Sachiyo_Sudou@education.metro.tokyo.jp

さまざまなタイプのアクティブラーニング
ᴷੜెをओମతにಈかすしか͚を意ࣝしͨतۀσβΠϯの࣮ફᴷ

　ਤ１から，ΞクςΟϒϥーニンάはฏֶۉशఆ
ணがߴいといわれるֶश方๏なのである。
（２）アクティブラーニングの分類
　ΞクςΟϒϥーニンάはʮ一ൠ的なΞクςΟϒ
ϥーニンάʯとʮ࣍ߴのΞクςΟϒϥーニンάʯ
にྨすることができる。一ൠ的なΞクςΟϒ
ϥーニンάは知ࣝのఆண・֬ೝを目的とするもの
で，実ݧやυリϧ，খςεトを行う授業が֘
する。一方，࣍ߴのΞクςΟϒϥーニンάはઐ
知ࣝを活༻し՝ղܾを目的とするものである。
ղが一つでないに取り組Ή1#-やϞϊͮく
りの創ܕ授業などが֘する。࣍ߴのΞクςΟ
ϒϥーニンάはʮਂいֶびʯを生ىさせやすい。

▲図１　ラーニングピラミッド

▲図２　アクティブラーニングの分類
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ᶅɿ�先΄ど読Μͩ単ݩを，Ωーワーυをώントに
しながら֓ཁを１でプϨθンςーションす
る。άϧープ̐ਓશһがॱ൪に行う。

ᶆɿ�֤ メンόーがςΩεトをॱ൪にまわし，શ単
，の࣭を考える。考えた࣭をᝦにॻきݩ
֤単ݩの担のਓのςΩεトにはる。

ᶇɿ単ݩάϧープにҠ動し，ண੮する。
ᶈɿ�࣭ にରするえを，担したϖーδのதか

ら୳す。
ᶉɿ�担したϖーδにない場合，ଞのςΩεトや

インλーωットなど，参考ࢿྉをもとに୳す。
ᶊɿ�担した࣭とえをメϞ༻プリントにॻく。

ϚインυϚップのதで，ࣗの担した単ݩ
の部にϒϥンνを৳ばしてهೖする。

ᶋɿ�単ݩάϧープのメンόーと，࣭とௐࠪした
えについてシΣΞをする。この部でクϩ
ενΣックを行う。クϩενΣックで出た情
報をメϞ༻プリントにهೖする。

ᶌɿ�2�"άϧープにҠ動，ண੮する。࣭にର
するճをプϨθンする。ͦの後，࣭ٙ応
を行う。ΦーσΟΤンεはメϞ༻プリントを

▲図４　授業の流れ

▲図５　メモ用プリント

３．�一般的なアクティブラーニングの事
例（ソーシャルリーディング）

（１）授業について
　実ࢪしている授業は１࣍のඞཤम科目ʮ社ձ
と情報ʯである。１クϥε�0ਓ単Ґで教科ॻと『情
報࠷新トϐック集ߍߴ版』（発行ɿ日1#ܦ社ʗ発
ചɿ日本文教出版）を活༻している。
（２）実施内容
　知ࣝの֫ಘのためにֶ࠲でֶशする༰につい
て，̎छྨのάϧープ編で行う授業である。Ϟ
νϕーションにࠩがあるメンόーでも，�0ਓશ
һをओ体的にֶशさせたいという考えから，௨ৗ
はֶ࠲で行う単ݩを生徒ओ体で行った。
（３）実施方法
１）グループ編成
　一ਓあたり，ೋつのάϧープにॴଐする。一つ
は単ݩάϧープ，もう一つが2�"άϧープである。

　単ݩάϧープは同じ単ݩを担するメンόーど
うしでண੮する。2�"άϧープはͦれͧれҟなっ
た単ݩを担するメンόーが集う。１クϥεは
�0ਓ前後のため，単ݩάϧープは̐単ݩにけ，
̐άϧープ10ਓ編である。2�"άϧープは１
άϧープにͦれͧれの単ݩのਓが一ਓͣつで̐ਓ
編となり，10άϧープである。
２）授業展開
ᶃɿ�単ݩάϧープでண੮する。ࣗの担する単

を֬ೝする。まͣはࣗ一ਓで担する単ݩ
にؾのϖーδをざっと読み，ॏཁなものやݩ
なるΩーワーυにʮ˓ʯをつける。

ᶄɿ2�"άϧープにҠ動し，ண੮する。

▲図３　単元グループとQ&Aグループ
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行っている。また，クϥイΞントとしてߍの教
һやҕһձをఆして実ࢪしている。
（１）実施方法
１）グループ編成
　生徒はプϩδΣクトϚωーδϟー，コンサϧλ
ント，σΟϨクλー，σβイφー，ϥイλーの֤
৬छにかれ，৬छごとのάϧープと੍作のά
ϧープをͦれͧれฒ行してܗする。੍作につい
ては，プϩδΣクトϚωーδϟーとコンサϧλン
ト，σΟϨクλーとσβイφー，ϥイλーのリー
μーからߏされるӡӦ部と，σΟϨクλーとσ
βイφー，ϥイλーの１νーϜ໊̏からなる੍作
部にかれている（ਤ̒）。

２）授業展開
　期ͣつで一つのプϩδΣクトを実ࢪしている。
前期には授業ཤमऀશһで文ԽࡇのެࣜWebサイ
トを，後期にはνーϜにかれてコンϖςΟショ
ンࣜܗでWebサイトを੍作している。
　前期の授業のྲྀれはද１のようになっている。

▲図６　プロジェクト体制とチーム編成

内容
１ ガイダンス・Web制作概論・チーム編成①【縦】
２ 事前調査，企画書原案作成，研修／ヒアリング①（要望を聞く）

３ 企画書（ラフ集・サイトマップ・広報戦略）／ヒアリング①（要
望を聞く）

４ 企画書（プレゼン・統合）
５ チーム編成②【横】／ページ分担，職種別研修
６ 制作
７ 制作
８ チェック／納品
９ 確認，公開作業（リンク張替）

夏休み
10 リニューアル
11 リニューアル
12 リニューアル
文
化
祭

準備日　UP
１日目報告　UP
２日目報告　UP

13 アクセス解析・報告書，プレゼン・統合

▲表１　「情報リテラシー演習２」前期の授業の流れ

とる。2�"άϧープのメンόーશһがॱ൪
にプϨθンを行う。

ᶍɿ�もとの੮にҠ動し，ৼり返りシートにهೖし
て提出する。

ᶎɿ�॓ として授業༰をまとめたワークを
した。メϞを参考にしながら，ワークにه
ೖする。ϚインυϚップのϒϥンνに৭を
つける。

（４）生徒の変化
　ιーシϟϧリーσΟンάの授業と一੪授業での
ৼり返りシートとのൺֱを行った。ֶशした༰
をهೖしたものを見てみると，いつもはϊートを
ࣸしたͩけの生徒が΄とΜどͩったが，今ճのε
λイϧでは，ࣗのݴ༿でいつもよりもৄしくॻ
いている生徒がଟく見られた。また，ʮクϥεメ
イトとֶび合うことでわかりやすかったし，一生
ߠ取り組めたʯなど，ओ体的なֶशにରして໋ݒ
ఆ的なײがଟくあった。さらに授業ऴྃ後，์
՝後にクϥεで෮शのためのプリントを活༻しな
がら，ࣗ発的にڠ同ֶशする࢟も見られた。

４．高次のアクティブラーニングの事例

（１）授業について
　実ࢪしている授業は̏࣍の生徒をରとした
情報メσΟΞྻܥのֶߍઃఆ科目ʮ情報リςϥ
シーԋश̎ʯである。この科目は̎࣍でʮ情報
リςϥシーԋश１ʯをཤमし，情報リςϥシーや
ICTリςϥシー，νーϜϏϧσΟンά，ϑΝシリ
ςーションなどを，一ൠ的なΞクςΟϒϥーニン
άのࣜܗでֶΜͩ生徒がબでཤमしている。本
授業のֶश༰はプϩδΣクトܕのWebサイトの
੍作である。Ҭと࿈ܞした科目であり，Webプ
ϩσューサーのࢢຽࢣߨとςΟーϜςΟーνンά
で1#-を行っている。
（２）実施内容
　実践的なֶश活動を行うため，実社ձでのWeb
サイトの։発企業と同༷のプϩδΣクトࣜܗで

�2ྕ.indE   12 2018/06/01   19:29:06



13

　今ճհしたWeb੍作の授業はؒのΧリΩュ
ϥϜを組Ή上で生徒がओ体となり，શһで行う意
ఆの機ձをଟくઃけている。νーϜϏϧσΟܾࢥ
ンάも生徒ओ体で行い，意ܾࢥఆを行っている。
ͦのため，プϩδΣクトでは࿈ଳײとײをも
ち，૬ޓに関しながらਐめることができている。
また，プϩδΣクトશ体やメンόー，λεクのό
ϥンεを見つつ，先を考えてੵۃ的にコミュニ
ケーションをとって活動する࢟が見られた。
　ιーシϟϧリーσΟンάの授業は，ֶश༰の
ఆணを目的とした機ձをଟくઃけている。授業த
にڠ同ֶशを行っているが，ͦのプϩセεにおい
てはインプットとΞトプットを繰り返している。
授業தにも授業後にも෮शするしかけをଟく取り
ೖれることで，ֶशのఆணをਤっている。また，
授業֎でもࣗ発的なֶशの意ࣝとश׳をにつけ
させたいというࢥいがあり，ࣗ発的にֶͿ֮ײを
。じられるような授業σβインを行ったײ
　いͣれのΞクςΟϒϥーニンάの授業でも，ج
本的に教һはϑΝシリςーションを行う。場やਓ
を動かし，生徒がओ体的にֶるよう，μイΞϩ
άが活ੑԽするように指ಋしている。このことで，
生徒ؒあるいは教һと生徒との૬ޓ作༻をଅして
いる。また，ඞཁに応じてコーνンάやςΟーν
ンάを行っている。
　今ճհしたιーシϟϧリーσΟンάは同༷の
実ࣜܗࢪで国ޠ科などでも行われている。Ξク
ςΟϒϥーニンάはଞ教科などともコϥϘϨー
ションして取り組みやすい。実際にՆ期ߨशでӳ
ײいとߴしたが，༥ੑもࢪ同で実ڞ科などとޠ
じた。生徒がओ体的にֶͿ方๏のώントはいΖい
ΖなとこΖにあ;れている。今後もΞクςΟϒ
ϥーニンάを取りೖれた新しいܗの授業をࡧし，
実ࢪしていきたい。

˞１

　Web੍作時の授業展։は࣍のようなものである。
授業։࢝時と授業ऴྃ時にプϩδΣクトશ体で情
報ڞ༗のためのミーςΟンάを行う。授業։࢝時
にはクϥイΞントからの情報や本日のλεクの֬
ೝなどを行い，授業ऴྃ時にはਐঢ়گや࣍ճに
向けた֬ೝを，プϩδΣクトϚωーδϟーをத৺
に֤リーμーやσΟϨクλーにରして行っている。
（４）生徒の様子
　ଞߍの先生にも授業見ֶに来ていたͩいたが，
生徒のओ体的にֶͿଶにڻいている方がଟかっ
た。一ਓひとりの生徒にͦれͧれのׂをもたせ，
生徒同࢜で૬ޓに関しながらプϩδΣクトをਐ
めるため，ֶशにରする意ࣝもඇৗにߴくなって
いる。ࣗ発的に活動する生徒もଟく，授業時ؒ֎
での੍作，クϥイΞントへのώΞリンάやΞン
ケートௐࠪの実ࢢ，ࢪຽࢣߨへのٕज़的な࣭，
新たなプϩάϥミンάޠݴやιϑトΣΞのษڧ
などをする生徒もଟく見डけられた。

５．最後に

　今ճհした授業以֎にも，シεςϜ։発やද
，でਐめたりࣜܗメσΟΞの੍作をプϩδΣクトݱ
ワーϧυΧϑΣを行うなど，さまざまなܗଶのΞ
クςΟϒϥーニンάで授業を行っている。Ξク
ςΟϒϥーニンάのதでは，νーϜϏϧσΟンά
やϑΝシリςーション，コミュニケーションも合
わせてֶशしている。
　ͦれͧれの授業をઃܭする上で意ࣝしているの
は，生徒にԿをֶばせ，どのようなྗをにつけ
させるΞクςΟϒϥーニンάにするか，という授
業σβインである。生徒がओ体的にਂいֶびがで
きるようなしかけをଟく取り込み，生徒がֶび方
をֶびながら，ਂいֶびとओ体的にֶशするଶ
をཆうような授業σβインを৺ֻけている。

※注１：本稿の参考文献は以下の通りである。
・「The Learning Pyramid」 http://homepages.gold.ac.uk/polovina/learnpyramid/index.html
・河合塾　2013　『「深い学び」につながるアクティブラーニング―全国大学の学科調査報告とカリキュラム設計の課題』　東進堂
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１．はじめに

　本ߍではฏ1�より༵࠲ߨを実ࢪして
いる。֎部からࢣߨをটᡈして，தֶ生は１ճ，
ࢲ。しているߨ生は̓ճ（１ճ̏時ؒ）डߍߴ
が担する༵࠲ߨʮ情報ʯでは，これまで広ࠂ
業 ք か ら ߨ ࢣ を ট き，ICTの ࠷ 先  ٕ ज़
（6TtSeaN，4LZQeおよびTXitteSなど）を༻いて，
からੈքに情報を発৴しながら，生徒のコח
ミュニケーションྗをߴめる授業を実ࢪしてき
た。今は，１ߍߴ生（1�໊）がখதֶ生
にʮ情報Ϟϥϧを教える授業ʯをつくることを目
ඪに，活動を展։した。

２．�「高校生が情報モラルを教える授業」とは

　この授業のΞイσΟΞをࢥいついたきっかけは，
ฏ��のߍߴ生ख़ٞの࠷ऴ報ࠂձや，ߍ
の一でࢲがֶߍཪサイトなどのνΣックをして
いたݧܦからである。
　本ߍでもຖ，தֶ生ରの֎部のࢣߨによる
情報Ϟϥϧに関する࠲ߨを行っているが，ॆな
ཧղにࢸらͣ，トϥϒϧにרき込まれてしまう生
徒は後をઈたない。େਓとࢠどもではྸがれ
ているためにコミュニケーションがとりにくく，
ੈؒのೝࣝのΪϟップが生じやすいためとײじ
る。ͦれにରして，ߍߴ生とখதֶ生といったࢠ
ども同࢜では，ྸがۙいのでコミュニケーショ
ンをとりやすく，よりײڞしやすくなる。ͦこで，
生が授業ऀになり，খதֶ生に情報Ϟϥϧをߍߴ
教えることで，情報Ϟϥϧへのཧղをߴめられる

˞１

鎌倉女学院高等学校

ਖ਼ೋ　౻ࠤ

高校生が教える情報モラル教育

と考えた。
　また，教えるଆはたくさΜのことを教えたがる
が，ͦれらすてが教えられるଆにわっている
とはݶらない。ͦこで，今ճの取り組みでは，た
くさΜの情報のதからେࣄなことを取り出し，ͦ
れらをくまとめてえる活動を意ࣝさせた。ͦ
のために，ҹにるΩϟッνコϐーをつくるこ
とに׳れている広ࠂ業քの方にࢣߨをお願いした。
　さらに，4/4などのࣄ例をཧղさせるため，
ଟくのωットࣄ業ऀの方にもࢣߨをお願いした。
ωットࣄ業ऀの方には，ωット上でىきているト
ϥϒϧやなどのٛߨとڞに，ܒ発活動を行
うときのコπなども教えてもらった。また，生徒
たちにωット上でىきているݥةなトϥϒϧなど
をٙࣅ体ݧさせた。

３．授業の展開

　今は，݄̐��日ʙ݄̓1�日のうち̓ճの
༵日を使い，１ճ̏時 （݄ؒ̓̒日のみ̒時ؒ）
の授業を実ࢪした。ͦして，݄̓̔日の์՝後に
本ߍのதֶ１生にʮߍߴ生が教える情報Ϟϥϧʯ
のʮ授業ʯを実ࢪした。
（１）第１回目（4/27）

　まͣ，この༵࠲ߨの目ඪとして，生徒たちࣗ

▲表１　第１回目の展開

目的：講師，生徒の距離を縮め，本年度の授業を把握する。
時間 活動内容 活動形態

5min 諸注意など 座学
30min/35 講師の紹介 座学
60min/95 受講生の紹介 集合談義
10min/105 休憩
20min/125 今年の授業の概要説明とリテラシー調査 集合談義
55min/180 ターゲット理解と訴求内容の検討 座学／集合談義

※注１：�モバイルコンテンツ審査・運用監視機構（EMA）が主催する，全国の高校生が情報モラルやネットリテラシーを徹底討論し，最終
的に総務省やネット事業者等に提言を行う活動。平成25年度より，「高校生ICTカンファレンス」に改称している。詳しくは「高校
生ICTカンファレンス（高校生熟議）」（http://www.ema.or.jp/education/events/hicof.html）　参照。
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生徒の助ݴをडけながらٙ4/4ࣅ上でコミュニ
ςΟに参Ճした。生徒は༑ͩち（実はͩますଆの
ਓ的なメッセーδやࣸਅ（Ճݸをつくって（ࢣߨ
がわからない）をやり取りすると，ͦのإして
うち༲げを取られѱ意のあるॻき込みやࣸਅ
されたりした。生ࡽを（がわかるإされՃ࠶）
徒たちはؾをつけていてもෆշなࢥいをするとい
うوॏな体ݧができた。
後に，ʮ授業ʯのରとなるখֶ生のことを࠷　
知るඞཁがあるので，খֶֶߴߍのஉࢠঁ，ࢠ
のイメーδ（きݏ�いなもの，時ؒの使い方，
期待されていること，࣋ؾちなど）をॻかせた。

（３）第３回目（5/25）

　ʮ授業ʯで教える༰を考えるため，前ճҹ
にったをいくつかڍげ，ͦこからখֶ生に
えたいことをબび，ॏཁをつけていった。ͦし
て，ʮコミュニケーションのとり方ʯ，ʮωットの
よい໘と，ාさʯも教えるʮ授業ʯがܾまった。
　ͦして，いΖいΖなC.を参考にして授業の
Ωϟッνコϐーの案を出し合った。࣍ճは，この
し合いをݩにして֤ࣗが考えたΩϟッνコϐー
のதからʮ授業ʯのΩϟッνコϐーをܾఆするこ
とにした。খֶ生をରにしているので，しい
༰をより༏しくえた方がよいとのࢣߨからの

▲図２　第２回目の講座の様子

▲表３　第３回目の展開

目的：小学生にどう教えるかを学ぶ。
時間 活動内容 活動形態

40min アイディアとは何か？ 座学
40min/80 ワークショップ 個人作業
30min/110 表現アイディアの事例を見る

（公共テーマの広告賞受賞作品集）
座学

10min/120 休憩
60min/180 授業のコンテンツを考える①～発表 個人作業

らがখֶ生にʮ情報Ϟϥϧを教える授業ʯをする
ことをえた。ͦして，খֶ生からߍߴ生までの
情，ωット上のいΖいΖなࣄଳిやωットܞ
サーϏεやͦのなどを，ࢣߨのઆ໌を交え
ながらみΜなでし合う活動を行った。ͦこでの
ٞを౿まえて，ʮ授業ʯではখֶ生に，ʮωット
のੑݥةʯ，ʮόϥンεのよいωットの使い方ʯの
ೋつを教えることにした。

（２）第２回目（5/11）

　ωットࣄ業ऀのࢣߨの方からʮ情報発৴の方ʯ
とʮコミュニςΟサイトʯについてのઆ໌があっ
た。ʮ情報発৴の方ʯでは，インλーωットはʮಓ
۩ʯであるので，ਖ਼しく使えば༗ӹͩがؒ違った
使い方をするとେมなことになるので，ʮਖ਼しく
ාがるʯことがେというઆ໌をडけた。
　ʮコミュニςΟサイトʯでは，4/4やιーシϟ
ϧメσΟΞのछྨによって，ਓとਓとのつながり
方の向がҟなるというઆ໌をडけた。また，౦
日本ࡂでは，こうしたιーシϟϧメσΟΞが҆
൱֬ೝなどに使われたࣄ例がհされた。
　また，ωット上のトϥϒϧをٙࣅ体ݧさせるた
め，ٙ4/4ࣅを༻意し，生徒がどのようなબ
をしても݁Ռ的にͩまされてしまうシφリΦを༻
意した。1�໊のதから一ਓがදとなり，ଞの

▲図１　第１回目の講座の様子

▲表２　第２回目の展開

目的：訴求内容について深く学び，小学生に教えるきっかけを考える。
時間 活動内容 活動形態

5min 前回のおさらい 座学
60min/65 訴求内容について事業者の出張説明 座学
10min/75 まとめと整理 個人作業
10min/85 休憩
25min/110 疑似SNSサイトの体験 個人作業
10min/120 まとめと整理 個人作業
60min/180 小学生に興味をもたせる方法のディスカッション 集合談義
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イεはʮえる༰をߜるʯ，ʮָしさをえるʯ
のೋつであった。ͦの後，খֶ生向けのήーϜを
生徒同࢜でし合いながら体ݧし，ͦれを参考に
して新たに企画ॻをॻかせた。

（５）第５回目（6/29）
　খֶ生に教えるʮ授業ʯは，実際には本ߍのத
ֶ１生をରにしたものになること，たͩし，
খֶ生向けはมわらないことをえた。生徒たち
が考えてきた企画のதから，実ࢪするʮ授業ʯの
༰はʮήーϜΞクςΟϏςΟʯとʮܶʯのೋつ
にܾまった。άϧープけをして，ͦれͧれコン
ςンπの੍作に取りֻかった。

（６）第６回目（7/6）
　本൪に向けて，੍作とリϋーサϧを行った。
（７）中学１年生への「授業」（7/8）
　தֶ１生�0ਓを前に情報Ϟϥϧのʮ授業ʯ
を実ࢪした。生徒たちは࠷ॳこͦۓுしていたが，
ฑをえることがࣄ第にམちணいて，えたい࣍
できていた。ࢣߨの方のΞυόイεや体ݧしたこ
となどを取りೖれてʮ授業ʯをしていた。

▲図４　第４回目の講座の様子

▲図５　第５回目の講座の様子

Ξυόイεがあり，実際にࢠどもをରにした広
どもにえるたࢠԹஆԽをٿ例として，ࣄのࠂ
めに，৯ऴわったにؾݩがない動のイϥε
トがあらわれるΞイεや，ࢠどものい目ઢから
見ると違う画૾があらわれ，ٮ待ࢭのメッセー
δをදࣔする൘などがհされた。
　以上のことを参考に，֤ࣗがখֶ生に向けて
50のʮ授業ʯを考え，発දձを行った。発දを
ฉいたਓはͦの発දにରし，ϙδςΟϒな意見を
出すようにした。発දձを౿まえて，࣍ճまでに
新たなʮ授業ʯの企画を考えることを॓とした。

�
（４）第４回目（6/8）

　ωットࣄ業ऀのࢣߨによるʮインλーωット上
でのトϥϒϧ・リεクやාさʯについてઆ໌があっ
た。ͦの༰はֹߴ՝ۚ，ΞΧントっ取り，
情報࿙Ӯ，ॻき込みによるトϥϒϧ，ωットۭؒ
はશなಗ໊ੑではないこと，ੈքதから見られ
ていることなどであった。さらに，こうした༰
を教えるときのコπとして，ه号やイϥεトをଟ
༻した方がよいとのΞυόイεがあった。
　前時で֤ࣗが考えたΩϟッνコϐーのதから，
本൪のʮ授業ʯで使うΩϟッνコϐーをܾఆした。
また，॓にしていたʮ授業ʯの企画案を֤ࣗが
発දしてから，ࢣߨのΞυόイεをもとに新たに
企画を࿅りなおした。ここでのࢣߨからのΞυό

▲図３　第３回目の講座の様子

目的：表現アイディアを考える。
時間 活動内容 活動形態

20min 授業のコンテンツを考える
前回の振り返りとフィードバック

座学

50min/70 授業のコンテンツを考える② 個人作業
30min/100 プレゼンテーション 集合談義
15min/115 休憩
15min/130 コンテンツ決定 集合談義
50min/180 グループ分け～分担決め グループ作業

▲表４　第４回目の展開
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がଟかった。やはり，ྸがۙい方がしみを
う。ֳのௐࢥじてཧղしやすかったのͩとײ
ࠪによれば，εϚートϑΥンのීٴはখֶ生で
����，தֶ生で�5���，ߍߴ生で55���となって
いる。このௐࠪ݁Ռからਪଌすると，খֶ生より
生の方がεϚートϑΥンの使い方をख़知してߍߴ
いるといえるͩΖう。ͦΜなߍߴ生が，খ・தֶ
生に情報Ϟϥϧの授業を実ࢪすると，େਓが授業
をするよりখ・தֶ生のཧղがߴいことがわ
かった。また，ߍߴ生も教えるଆとしてਅにษ
生のωットリςϥシーが上がるߍߴ，するのでڧ
という૬的なޮՌもあることがわかった。

６．今後の課題

　今ճは，広ࠂ業ք，ωットࣄ業ऀからଟくのߨ
することがࢪで授業を実ڥまれたܙ，をよびࢣ
できた。しかし，今ճのૉらしいڥをଟくの
う。ͦこで，ଟࢥすることはしいとࢪで実ߍֶ
くのֶߍで今ճのような授業が実ࢪできるような
ʮ授業のύッケーδԽʯを考えていきたい。

後になりましたが，൴ঁたちのʮ授業ʯのた࠷　
めにごྗڠいたͩいたଟくの方ʑにँײいたしま
す。

˞̎

▲図７　土曜講座の講師・受講生と

なײ，をৼり返り࠲ߨ後の第̓ճ目で༵࠷　
どをڞ༗した。

４．結果

　ʮ授業ʯに参Ճしたதֶ生（�0ਓ）にΞンケー
トをとると，実に���5ˋの生徒が༰をཧղでき
たとえたことから，生徒たちはதֶ生にとって
わかりやすい，とてもૉらしいʮ授業ʯを実ࢪ
できたと考えている。またʮΧメϥやεϚートϑΥ
ンでࣸਅをࡱったら，Ґஔ情報がهされること
がわかったʯ，ʮ授業の༰を༑ͩちやに教えた
いʯというதֶ生のײもあった。

５．考察

　本ߍでは，தֶ１生からதֶ̏生（１ֶ
は1�0໊）までのؒ，֎部のࢣߨをটいて情報
Ϟϥϧの࠲ߨをຖ１ճ実ࢪしている。தֶ１
生はʮインλーωットはੈքにつながっているʯ
ことをཧղさせる࠲ߨ，தֶ̎生はʮஶ作ݖに
ついてʯの࠲ߨ，ͦ して，தֶ̏生はʮインλー
ωットのޭࡑとトϥϒϧのରॲ方๏ʯに関するߨ
している。しかし，情報Ϟϥϧのことをࢪを実࠲
ཧղできていない生徒や，後にトϥϒϧにרき込
まれて生徒指ಋのରになる生徒もいる。
　今ճ参Ճしたதֶ生も，１ճの情報Ϟϥϧߨ
にࢣߨをडけていた生徒たちであった。֎部の࠲
よる情報Ϟϥϧ࠲ߨの༰とߍߴ生が実ࢪした授
業の༰は΄とΜど同じものであったが，ߍߴ生
の授業の方がཧղしやすかったというதֶ生のײ

▲図６　「授業」本番の様子

※注２：�内閣府「青少年のインターネット利用環境実態調査」　（http://www8.cao.go.jp/youth/youth-harm/chousa/h24/net-jittai/pdf-
index.html）　参照。
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１．はじめに

　知ࣝج൫社ձとよばれるࡏݱの社ձでは，ֶߍ
教育においてٻめられるྗもมԽしてきている。
こうしたมԽにର応するためには，ै来の知ࣝを
ཷめ込Ήֶびから，知ࣝを活༻し，コミュニケー
ションをॏࢹした，つながるֶびへのֶश方๏の
มԽがඞཁである。文部科ֶলはこのようなֶश
のܗଶやྗを，ʮޠݴ活動のॆ実ʯやʮ情報活༻
の実践ྗʯというݴ༿でઆ໌している。
　しかしながら，ʮޠݴ活動のڀݚʯやʮ情報活
༻の実践ྗʯがඞཁであるとされている一方で，
۩体的な実践例や教材がेであるとはいえない
ڠঢ়がある。ͦこでචऀは，関େֶのֶ生とݱ
ྗして，ʮޠݴ活動ʯをॆ実させ，ʮ情報活༻の実
践ྗʯをཆうための教材を։発した。本稿では，
教科にとらわれͣ，広く情報教育として実践する
ことができる情報Χーυを使った教材と，ͦの実
践༰についてհをする。

２．教材について

　本授業で使༻した教材は，ʮ１̏組のみなさ
Μྻしてくͩさーいʂʯ（ਤ１）という教材で
ある。この教材は，コミュニケーションワークの
からॻかれた本『たのしいάϧープワーク』ࢹ
を参考にして，関େֶのֶ生とともに新たに作
したものである。
　この教材は，ߍߴ生の生徒が，খֶ生のおܑさ
Μ，お࢞さΜになり，はじめてのேྱでฒび方が
わからないখֶ１ߍ生のࣇಐをഎのॱ൪にฒ
るようにखってあげるという場໘ઃఆである。

˞１

大阪府立東百舌鳥高等学校

উా࣍ߒ�　Ҵ࢘�
hirotsugu.katsuta.0611@gmail.com

言語活動の充実と情報活用の実践力を養うための教材の開発と実践
ᴷใΧʔυをߴֶͨͬߍにお͚Δڠಇֶशの࣮ફᴷ

なるく実生活との関࿈をもたせ，ۙײの༙く
՝としたかったため，このような場໘ઃఆと
なった。
　生徒は，খֶ１ߍ生のࣇಐをഎのॱにฒばせ
るため，情報Χーυにॻかれた情報をώントに՝
に取り組Ή。シート上でਓΧーυをೖれ
ସえ，ਖ਼しいॱ൪になるように情報をऩ集，編集
していく。情報Χーυはશ部で�0ຕある。̑ਓ
１άϧープで̔άϧープつくらせるため，一ਓ
たり̐ຕの情報Χーυをもっている。情報のୡ
はޱ಄でのみ行い，ࣗがもっている情報Χーυ
はάϧープのメンόーには見せることができない。
　Χーυの一例をհする。Ґஔをಛఆするため
のώントとなるΧーυの情報には，ࡾつのछྨが
ある（ਤ̎）。

▲図２　カードの種類と一例

※注１：大阪グループワーク研究会　2004　『たのしいグループワーク』　平文社

▲図１　「１年３組のみなさん整列してくださーい！」
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る༰となっていることである。生徒たちには，
̔ਓのখֶ生をྻさせるという՝が与えられ
る。ͦしてͦの՝をୡするために，ώントが
ॻかれている情報Χーυをもとに考えていく。
もっている情報はͦれͧれの生徒によりҟなり，
அย的な情報である。ͦのため，一つの情報ͩけ
では意ຯをもたない。ͦこで，情報をऩ集し，Ճ
することで，新しい情報をつくりあげていく作
業がඞཁになる。これらの作業が情報活༻の実践
ྗをཆうことにつながる。
　ೋつ目に，コミュニケーションを取らざるをಘ
ない༰になっていることである。生徒がもって
いる情報Χーυの༰はͦれͧれҟなり，一ਓで
は՝をղܾすることができない。ࣗはどのよ
うなΧーυをもっているのかということをޱ಄で
え合い，コミュニケーションを取らざるをಘな
い。これは，ʮଞऀとのコミュニケーションを௨
して，ࣄ実をਖ਼֬にཧղしୡすることや，ޓい
の考えをえ合ʯうという活動をଅすことにつな
がる。

˞̎

▲図３　授業の指導案

　一つは，ଞのΧーυと組み合わせることでҐஔ
をେまかにѲすることができるΧーυである。
例えば，
ʮ̎ɽ"さΜは'さΜと)さΜのؒですʯ
ʮ̕ɽCさΜはEさΜと'さΜのؒですʯ
のように，このΧーυͩけではҐஔをಛఆするこ
とはしいが，େまかなҐஔをѲし，ଞのΧー
υと組み合わせたときのஅ材ྉとして使えるよ
うになっている。
，に，ಛఆのҐஔをࣔすΧーυである。例えば࣍　
ʮ１ɽ"さΜは前から̐൪目ですʯ
ʮ10ɽ(さΜはCさΜの̐つ後Ζですʯ
のように，۩体的にࣈでҐஔがࣔされている。
このΧーυは，まったくखがかりがないঢ়ଶの࠷
ॳのஈ֊で，とっかかりとなるΧーυである。۩
体的なҐஔをࣔしているため，қのௐにも
使える。例えば，１൪のΧーυをൈくと，қ
が֨ஈに上がる。このように，生徒の実ଶに応じ
てқのௐをすることもできるΧーυである。
，後に，意ຯをもたないΧーυである。例えば࠷　
ʮ11ɽ%さΜのは1�5cNですʯ
ʮ1�ɽ'さΜのは11�cNですʯ
のように，ଟくのΧーυがҐஔをࣔしているதで，
このछྨのΧーυはをあらわしている。情報
を集めていくと，ඞཁな情報はͦれͧれのҐஔ関
をあらわしている情報であり，に関する情
報はෆඞཁであることがわかる。
　このように，ࡾつのҟなるλイプのΧーυをう
まく組み合わせ，ଟくの情報Χーυのதからෆཁ
なΧーυをআき，ඞཁな情報をऩ集していく。େ
まかなҐஔをࣔすΧーυから，場ॴの見をつけ，
ಛఆのҐஔをࣔしているΧーυで，Ґஔの֬ೝを
行っていく。この一࿈の情報活༻のྲྀれを，ήー
Ϝをୡしていくաఔでࣗવに行えるように意ਤ
して，Χーυの༰を作した。
　この教材のಛはେきくけてೋつある。
　一つ目に，ෳの情報を組み合わせるඞཁがあ
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４．実践結果

　生徒のײをத৺に授業の݁Ռを，ʮޠݴ活動
のॆ実ʯ，ʮ情報活༻の実践ྗʯのೋつの؍から
報ࠂする。
（１）言語活動の充実について

　生徒は，άϧープのメンόーとのやり取りのத
で，૬खの意見をฉき，Ծઆをཱてたり，༧し
たりして，試行錯誤しながら՝をղܾしていっ
たことがわかる。これは，ʮ༧やԾઆのূݕ方
๏を考する場໘で，༧やԾઆとূݕ方๏を౼
ٞしながら考えをਂめ合うʯというʮޓいの考え
をえ合い，ࣗらの考えや集ஂの考えを発展させ
るʯޠݴ活動であるといえる。
（２）情報活用の実践力について

▲図４　カードを読み合い，情報を整理している様子

・自分だけで意見を言うんじゃなく，人の話にもちゃんと耳
をかたむけるのが大事だと思った。

・たくさんある情報は人とコミュニケーションをとりながら
でないと，うまくつながらないと思った。人の考えを聞い
て考えるのも楽しいと思った。

・例えば，１回ここ！っていうところに固定して，仮定して
みて進めていくうちにおかしかったらまた変える。という
やりかたがいいと思う。

▲図５　言語活動に関する生徒の感想（原文）

˞̎

・順番に１から言っていくことが大切。関連するワードのカー
ドを持っていたら積極的に自分で言うのも大切だと思いま
した。

・確実にわかるやつからおいていって，そっから後から後か
らつけたしていったらできました。

・人の話をちゃんときいて，１つずつ分かった事を整理して
いく事が大事。

▲図６　情報活用の実践力に関する生徒の感想（原文）

３．実践の内容

　本１ߍ生のʮ情報の科ֶʯの授業において，
本教材を活༻し実践した。�0ਓのクϥεにおいて，
生徒同࢜の関があるఔできているֶ̎期のத
०に行った。この教材を使ったおおよͦの活動時
ؒは�0ఔである。授業の目ඪは，情報をਖ਼
しくஅし，活༻するྗをにつけることと，ά
ϧープでのஂ݁ྗをڧめることである。以Լに，
授業のྲྀれをࣔす。
̍ʣ�̑ ਓ一組で̔άϧープをつくりԁܗにண੮さ

せる。
̎ʣ�文を読み上げ，情報Χーυの情報を集め，

ಐをྻさせることが՝であることをࣇ
える。

̏ʣ�ϧーϧのઆ໌をする。情報はޱ಄でのみୡ
Մであること，ࣗの情報Χーυはάϧー
プのଞのメンόーには見せてはいけないこと
をえる。

̐ʣ�ͦ れͧれのάϧープにシート，情報Χー
υ，ਓΧーυをする。

̑ʣ�生徒は情報Χーυをཪ返したঢ়ଶでάϧープ
のメンόーにۉに行きるようにする。

̒ʣ�教һの合ਤではじめる。՝をୡできた൝
は，教һをよび，え合わせをする。

̓ʣ�教һはえ合わせの際に，なぜ，このࣇಐが
このҐஔに来るのかということについて生徒
にઆ໌をさせる。ࠜڌの一つを，Χーυを読
み上げઆ໌させる。

̔ʣ�えが合っていたάϧープは，ৼり返りシー
トにײをهೖしていく。

※注２：�文部科学省　「言語活動の充実に関する指導事例集～思考力，判断力，表現力等の育成に向けて～【高等学校版】」
　　　　�http://www.mext.go.jp/component/a_menu/education/micro_detail/__icsFiles/afieldfile/2012/07/20/1322425_01_2.pdf
　　　　参照。
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５．まとめ

活動のॆ実と情報活༻の実践ྗについて生ޠݴ　
徒のײをまとめた݁Ռ，生徒は情報をまとめる
際には，ଞऀの意見をଚॏしながら，Ծઆをཱて，
༧するというޠݴ活動を行っていたことがわ
かった。また，生徒は՝ղܾのために，άϧー
プのঢ়گに合わせた情報ऩ集・ॲཧ・දݱを行っ
ていたことが໌らかになった。
　実践をしていてԿよりもҹにったことは，
生徒のָしͦうな࢟である。༑ਓたちとֹをಥき
合わせ，ਅに意見を交換し，試行錯誤をしなが
ら考えるද情を見ることができることが，この教
材の一൪のັྗͩとײじる。
　この教材は，情報科の授業にݶらͣ，ࢹをม
えたりޠݴをมえたりすることで，あらΏる教科
で活༻することのできる教材である。例えば，
文の一部をӳޠにมえると，ӳޠを使ったݴ
，活動のॆ実をଅせるかもしれない。このようにޠ
さまざまな教科，時ؒで目的に応じたΞϨンδを
していたͩきたいとࢥう。ͦうしてこの教材が，
活動のॆ実や情報活༻の実践ྗをཆう授業をޠݴ
行う際の一助となれば幸いである。

謝辞
　本稿でհした教材ʮ１̏組のみなさΜྻ
してくͩさーいʂʯは，関େֶ૯合情報ֶ部の
Ṥ上৳くΜ，૬場ૣ৫さΜ，ࠤʑࠫܙさΜの
。により作することができましたྗڠ

˞̏

　生徒は関࿈するワーυが出てきたら，Χーυを
読み上げたり，֬実にわかる情報からえたりし
ていた。ͦして，出てきた情報を一つͣつ集め，
ॱ൪にཧしていた。これは，情報活༻の実践ྗ
の一つであるʮ՝や目的に応じて情報खஈをద
に活༻することをؚめて，ඞཁな情報をओ体的
にऩ集・அ・ॲཧ・編集・創・දݱし，डけ
खのঢ়گなどを౿まえて発৴・ୡできるྗʯ
であるといえる。
　ଞにもଟかった意見としては，ʮָしみながら
取り組Ήことができたʯ，ʮ༑ਓとのコミュニケー
ションをとることがおもしΖかったʯ，ʮまたやり
たいʯ，ʮし合うことのେࣄさがわかったʯとい
うような，関৺，意ཉに関するコメントである。
生徒にとっては，ήーϜ֮ײで༑ਓとྗڠしなが
らֶशをਐめられるため，教科ॻを読み，ϊート
をとるといったීஈの授業༰とはまたひとຯ
違ったັྗをײじていたようである。さらに，ʮで
きたときにୡײがあったʯといったײも見ら
れ，生徒にとってୡײをײじさせることもでき
たようである。生徒のڵຯ，関৺をひくことで，
生徒の情報活༻への意ཉをߴめることも期待でき
るのではないかと考える。
後に，い時ؒで情報活༻の一࿈のྲྀれを実࠷　
させられることも，ͦの後の情報の授業を展։ײ
していく際にཱつと考える。教科ʮ情報ʯの目
ඪとしてあげられる，情報のऩ集，Ճ，発৴と
いう一࿈のྲྀれを行おうとࢥうと，গなくとも̏
ʙ̐時ؒはඞཁである。しかし，ͦの一࿈のྲྀれ
をわͣか１時ؒの時ؒで行え，教科ʮ情報ʯの
目ඪを体ײさせられることも，この教材のେきな
Ռではないかと考える。

˞̏

※注３：�本稿は，園田未来，久保田賢一，勝田浩次，稲川孝司　2013　「情報教育における「情報活用の実践力」育成のための教材を活用
した実践」　『全国高等学校情報教育研究会第６回全国大会』　での発表をもとに執筆した。
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１ɽはじめに

　本ߍはত�1։ߍのશ日੍ී௨科（ਐֶॏ
̎，単Ґ੍），第１ܕࢹ ֶではೋਓ担੍の，ಛ
৭あるֶߍである。େଜをΉߴにあり，৺
Ή෩ܠが؟Լに広がるܙまれたڥにある。
　10΄ど前，ʮ情報機ثのྺ࢙ʯの単ݩで，教
科ॻをͦのままղઆしても生徒の応はあまり๕
しくなかった。ͦこで，ࣗにあった機ثを授業
に࣋ち込Μで，実際に使って見せたとこΖ，生徒
たちはح৺一ഋで，いままでにない応を見せ
た。ͦの後教材になる品ʑをগしͣつՃし，ݱ
のコϨクショࢲっている。これらはՈやࢸにࡏ
ンなのでࢥいった使い方ができる。本稿では，
ʮメσΟΞの発ୡʯなどの授業で使༻した機ثの
一部をごհしたい。まれなࣄ例ではあるが，こ
のようなมわった情報の授業もあるというఔで
読Μでいたͩければ幸いである。

２ɽ情報の授業概要

　ฏ�5（今）まではچ՝ఔのʮ情報̖ʯ
を第ֶ̎で実ࢪしている。�5̎コϚ࿈ଓの
授業である。ٸなෆ۩合にඋえて，༧උのύιコ
ンを̎，つͶにى動してԋशにྟΜでいる。生
徒༏先ではあるが໓ଟにނোはないので，教৬һ
の授業参Ճをडけೖれ，今はिに一ਓఔの
参Ճがある。日ʑެ։授業の࣋ؾちでいる。
　生徒はೖࣨ後ちにϩάインし，λイϐンά࿅
श（̑ʙ 10，サーόにࣗ動ه），情報Ϟϥϧ
のղઆ（15 ʙ �0）を行った後，教科ॻにԊっ
たٛߨ・ԋशを行っている。

３ɽ授業計画と教材

（１）授業のねらい
　今は݄̒ʙ݄̓にかけて，ʮ情報機ثの発
ୡと生活のมԽʯの授業を̐時ؒの授業で行った。
情報機ثのྺ࢙を教科ॻにԊって，実を見たり，
৮れたりすることで，しくみや社ձにٴ΅したӨ
との݁ثの情報機ࡏݱ，をཧղさせる。さらにڹ
びつきをཧղさせる。使༻する機ثについては教
科ॻにԊってղઆする。以Լ，教科ॻのهड़をғ
みでࣔした後，教材との݁びつき，授業のͶらい，
生徒のཧղやڵຯ・関৺についてまとめている。
（２）文字情報の記録

　教科ॻには活版ҹの発໌以߱のྺ࢙的なهड़
がないので，ʮ文ষを作する機ثʯの発ୡをࣔ
してཧղをਂめさせる。
　Ϩミントン社の1��0のλイプϥイλを༻
いて，2WE3T:ྻのҳやΞメリΧでのঁੑ
の社ձਐ出へのӨڹもղઆしている。ケーεつき
でもඇৗにܰくコンύクトであり，ݸਓでも؆単
にきれいな文ॻが作できるようになったことを
実ײさせている。実際にૢ作しながら，4IiGtΩー
のʮ4IiGtʯや，4IiGt�-ocLのʮ-ocLʯのϋーυ
的なしくみを目にすることにより，ύιコンの
Ωーの本来の意ຯをॳめて知る生徒もଟい。ࣈ
のʮ１ʯがないことをෆٞࢥにࢥう生徒もいる。
ΦリϕッςΟ社のλイプϥイλはյれていて，
मཧのためにしばらくղしたまま教ࣨにஔいて
いたが，部のߏが見えてよい教材となった。
これは，όυミントン部の生徒からΨットのれ
をৡってもらい，मཧすることができた。

のൃ໌にΑりใ൛ҹ׆，Պॻɿ�ϩθολετʔϯڭ
のอଘͱୡのد༩を記ड़して͍Δ。

長崎県立西陵高等学校

Լా　জ
shimoda3132@seiryo-hi.jp

「情報通信技術の歴史としくみ」実践報告
ᴷຊを見て，৮ͬて，ૢ࡞して，ۙに͡ײΔใ௨৴ثػのྺ࢙ᴷ
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コーυをؑしてみる。教ࣨதにԻが໐りڹく。
ʮϘリューϜはないのですかʯと࣭した生徒も
いる。CoMuNbiaのԻ機は以前ࣗでฉいて
いたら，Ոからきをࢥい出すといわれてࣗ
から์されたである。

　教ࣨ後方に展ࣔしているେਖ਼時の『Ի機の
知ࣝ』という本からも，ීٴし࢝めてきた時の
งғؾもײじることができる。ϋンυϧをまわし
てฉくԻ機はλイプϥイλに࣍いでਓؾがあり，
よく使うのでメンςφンεがେมである。
（５）電気や磁気の記録

　ϑϩッϐーσΟεクの̔インν，̑ インν，��5
インνの実をࣔし，هԱ媒体のখܕԽ，ີߴ
ԽがগしͣつਐΜͩことをཧղさせる。̑インν
については/EC�1C��001༻の'%%υϥイϒを༻
いて༰ྔのগなさをઆ໌した。̔インνを知る生
徒はօແで，̑インνでも見たことがあるという
生徒はʑগなくなっている。
（６）電気通信の発達

　Ϟーϧεූ号についてのプリントをし，ॎ
ৼりిݤでϞーϧεූ号をඇৗにΏっくり"，#，
C，%，Eまでଧつ。生徒に文ࣈとして情報が
わることを実ײさせる。ූ号のさは，よく使わ
れるΞϧϑΝϕットをいූ号（例ʀE），あま
り使われない文ࣈはく（例ʀ+，2，:）あら
わし，ୡεϐーυを考ྀしたޮ的なූ号であ

▲図１　教室に展示された蓄音器

Պॻɿ�%7%，C%，.0，.%，64#のࣸਅͱ記ϝσΟڭ
Ξのൃୡをઆ໌して͍Δ。

ཧͱจのʮΠϩϋʯのϞʔݪՊॻɿ�Ϟʔϧεి৴のڭ
ϧεූ߸をΠϥετͰࡌܝ

　日本ޠの文ॻ作機ثとしては，౦ࣳ文λ
イプϥイλがある。࠷もීٴした業༻の文λ
イプϥイλで，మචでݪ稿をॻく౽ࣸ版セットも
հしている。生徒一ਓひとりに文λイプの活
させײのେきさを体ࣈをし，ϙイントと活ࣈ
た。また，１本ではԿともないॏさͩが，活ࣈケー
εを生徒たちにまわし，ͦのॏみを体ײさせてい
る。業༻の文λイプϥイλはඇৗにॏく，మ
のմのようͩと実ײしていた。ນ末・ҡ新期のۚ
ଐ活ࣈと࡚の関わりについてもした。
　�0前に活༂したワーυプϩセッサは，
ଐのిࢠϖンで画໘にࣈをॻくとࣗ動的にࣈ
にม換してくれる機や，ి0ݯ/です͙に使え
ることがඇৗに新な体ݧとなっている。εΩϟ
φ・コϐー機はݹいײࢴをࢁいたͩいたの
で，実ԋ体ݧができͦうである。ত�0
のΧーϘンコϐーを༻いて，ද生徒に໊ࢯを
େきくॻいてもらい，コϐー機がない時のΧー
Ϙンのѹணコϐー方๏を実体ݧさせている。ࡏݱ
のコϐー機もࠜ本的には同じしくみであることを
ཧղさせ，またメーϧのCC（ΧーϘンコϐー）の
意ຯにつながることも֬ೝしている。
（３）画像の記録

　Ψϥεס൘（େਖ਼時）をॻ画ஔにஔくと，
ωΨなので違ײのある画૾がදࣔされる。ॻ画
ஔのωΨ・ϙδりସえϘλンをԡし，ී௨の
ࣸਅの画૾にมԽするॠؒはどのクϥεでもڻき
のがあがる。CC%のઆ໌よりもインύクトが
あるといつもײじている。Ήかしのࣸਅ機（ত
�0）も展ࣔしている。
（４）音声の記録

　Իがهされたߔをమがなͧることによって
ৼ動が，Իָとしてฉこえることをཧؾこるۭى
ղさせる。実際にԻ機のθンϚイをまわし，Ϩ

。して͍Δࡌܝʯのࣸਅをػॳのࣸਅ࠷Պॻɿʮੈքڭ

ʯのし͘Έ͕ࣸਅ͖ͭػՊॻɿ�ʮΤδιϯのԻڭ
Ͱ؆୯に記ड़
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かわらͣ，༧֎のॏさにびっくりする生徒がଟ
い。डثを取ってงғؾをָしΉ生徒もいるが，
もちΖΜ使༻ෆである。

　υコϞ1)4（ύϧσΟΦ）は，ॳの末のみで
EメーϧがՄな機छである。1)4̎で実際に�
௨させ，Ի࣭のよさを体ݧさせている。Ոఉの
ిのԆである1)4とܞଳిの違いを1C.
ٕज़のѹॖٕज़を例にগしͩけしている。ฏ
̐に/TT�"nHeM�/ote（ి൪号ࡧݕ༻ઐ༻
末）がرऀにされ，ΦϖϨーλをհさͣి
൪号রձをすることができるようになった。
（９）むかしの計算機

　実のιϩόンを४උするが，ऀݧܦもଟくૢ
作方๏をઆ໌するඞཁはないようである。また，
̎生なのでࢉܭईをॻ画ஔでදࣔしてֶの
ରࢉܭの関࿈ੑをઆ໌している。
（10）機械式の計算機

　λイΨーࢉܭ機や日本ࢉܭ機の機ثを༻意する。
؆単なしࢉやかけࢉを実際にૢ作してཧղさせ
たい。生徒はۚଐのմみたいなॏさとܻのଟさ
にڻき，ڵຯ関৺がߴい。ݹい機ցなのでंࣃの
ෆ۩合も発生し，メンςφンεにۤ࿑している。
（11）リレー式計算機

　ଟくの生徒はリϨーを見たことがないので，実
をॻ画ஔで֦େし，しくみをઆ໌した。

▲図２　NTTショルダーホン

˞１

。して͍ΔࡌܝՊॻɿͦΖΜのࣸਅをڭ

。のੜの記ड़͕͋ΔػࢉܭցࣜػՊॻɿڭ

。Պॻɿి࣓ੴͰճ࿏を։ดすΔϦϨʔのઆ໌͕͋Δڭ

ることをཧղさせたい。໌࣏ॳ期，ؠ使અஂの
ి報で上ւ・࡚ؒのւఈケーϒϧがར༻された
ҳや，ݩᨠૣと愛にฏ10まで࡚ແ
ઢ（04+）ہがあり，ੈք֤のધഫと௨৴して
いたこともして，生徒のڵຯ関৺をਂめている。
ड৴ςεトを行っている。いつڹ後に؆単なԻ࠷
もϞーϧεදࣔஔをଓして，ిݯをೖれれば
使えるঢ়ଶにしているので，ٳみ時ؒにిݤをଧ
つ生徒も見られる。ΞメリΧΞϚνュΞແઢ࿈ໍ
の『TIe�Sadio�aNatuSe�IandbooL�1��1版』（ত
1�1�݄ߪೖ）は，ҹの࣭，๛な部品広ࠂ
など，時の日ถのྗࡁܦ・ٕज़ྗのࠩを実ײで
きる教材である。
（７）放送の発達

　ઓ後す͙のࣗ作ਅۭϥδΦを展ࣔして，ਅۭ
を使ったిԽ品の例として生徒にࣔしている。
また，ઓ後のトϥンδελϥδΦの取ѻઆ໌ॻを
ॻ画ஔでදࣔし，ਅۭϥδΦよりもきわめて
コンύクトでੑߴになったことに৮れ，コン
ϐューλのখܕԽに݁びつけてղઆしている。
（８）情報通信の発達

　インλーωット以前の༷ࢠもཧղさせたいため，
ଳి，εϚートϑΥンとの݁びつきをܞのݱ
ղઆし，ڵຯ関৺をਂめている。/TTのϙケッ
トϕϧをࣔし，ిをかけるとす͙にϙケットϕ
ϧが໐るしくみがܞଳメーϧにӨڹしたことを
հしている。サーϏεはすでにऴྃして使༻でき
ないが，ిをೖれるとݺび出しԻが໐る。
ࢿ࢙に，国ཱ科ֶതؗೝఆのॏཁ科ֶٕज़࣍　
ྉの一つである/TTショϧμーϗンは，後のܞ
ଳిに発展することをઆ໌した。ϋンυΦーό
についてもղઆし，ܞଳిのしくみをগしͩけ
ཧղさせている。όッςリーをൈいているにもか

。ࡌܝの߭ੴϥδΦのࣸਅをظՊॻɿॳڭ

。まͬて͍Δ࢝ՊॻɿΠϯλʔωοτの記ड़からڭ

※注１：NTTから貸出期間終了後，無償で継続利用の通知あり。現在は個人所有品。
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ిʯをࣔして，時のਓがͦΖばΜかられら
れない࣋ؾちがあったのではとしている。
　本֨的なύιコンのొ場についてのઆ໌では，
ผの単ݩでѻう1�ਐと݁びつけて，/ECの
T,ô�0をհしている。ΤミュϨートιϑトをར
༻し，1�ਐをೖྗして؆単なプϩάϥϜを作
動させることができる。̔ݸの1�ਐදࣔしか
ないのに，なぜര発的なϚイコンϒーϜがىこっ
たかを生徒たちにえるのはしい。時ߪ読し
ていた『/ECϚイクϩコンϐューλクϥϒニュー
ε』の創刊号や݄刊『"4CII』の創刊のࡶ誌を
ॻ୨に展ࣔするとともに，ۙࠒのύιコンࡶ誌も
खにとって読めるようにしている。

　/ECの�1Cô�001本体，σΟεプϨイ，プリンλ，
ϑϩッϐーσΟεクのセットを実際に作動させて
いる。本体からのى動は，ి0ݯ/とともに一ॠ
でى動するので，生徒たちにڻきのがあがる。
このύιコンをେܕςϨϏにもଓして画໘を見
たり，実際に৮りたい生徒もଟいので，いつも使
えるঢ়ଶにしている。授業ではѻわないが，؆単
なϕーシックのプϩάϥϜを試す生徒もいる。

４．最後に

　教科ॻͩけではできない，実を見たり，৮っ
たり，ૢ作する体ݧをଟくの生徒にさせてあげた
いとࢥっている。ૢ作によってഁଛやނোも発生
しているが，ࣗやՈがॴ༗している幸ӡを，
生徒のために今後も࠷େݶ活༻していきたい。

▲図３　むかしのコンピュータ

（12）真空管式計算機

　େখ取りࠞぜてਅۭを展ࣔし，Ψϥεであ
ることをཧղさせる。生徒がམとしてけがをしな
いように，しっかりݻఆしている。またਅۭが
。になるのでʮόάʯのҳもしているߴ
（13）プログラム内蔵方式計算機

　Ήかし，େܕコンϐューλで使༻していたύン
νΧーυをॻ画ஔでࣔして，１ຕ１ຕ，ઐ༻の
機ցでΧーυに݀を։け，読み取りஔからࢉܭ
機のهԱஔにプϩάϥϜやσーλをهԱさせ
ていたことをղઆする。ࣺてͣにもっとしてお
けばόッνॲཧを実ײさせることができたのでは
ないかとࢥうと೦である。
（14）コンピュータの小型化

　実際にॻ画ஔでʮਅۭ˰リϨー˰トϥンδ
ελʯとฒて，どΜどΜখさくなっていくこと
を実ײさせている。ഇغされたϚβーϘーυを࠶
ར༻してつくられたCoNQu/ote社のϚεύッ
υをར༻して，-4Iの集ੵをղઆしている。ख
ຯ関৺をڵせて，生徒のཧղやࡌちのC16を࣋
ਂめるよい教材となっている。
（15）電卓が生んだコンピュータ

؆，機ΧシΦミニにిをೖれࢉܭ上ࣜࢠి　
単なしࢉやかけࢉをॻ画ஔでදࣔし，ຽ生༻
ిの࠷ॳをհする。たったܻ̒しかなく，ׂ
りࢉではখがなくでදࣔされる。生徒に
はނোとしかࢥえないようなしくみである。やや
νϟλリンάؾຯではあるが，Ώっくりૢ作すれ
ばまͩ使༻ՄなϨϕϧである。ͦΖばΜからి
へのա期の品としてシϟープのʮͦΖばΜ

。ࡌՊॻɿਅۭར༻のENI"Cのࣸਅを記ڭ

ͱなͬͨE%7"Cにૅجのίϯϐϡʔλのࡏݱ�Պॻɿڭ
͍ͭて記ड़͞れて͍Δ。

τϥϯδελ˰IC˰-4IʯͱࣸਅͰ˰Պॻɿ�ʮਅۭڭ
খܕԽのਐలを記ड़して͍Δ。

Պॻɿ�ੈڭ ք࠷ॳのి，����ϚΠΫϩίϯϐϡʔλ
NECのT,��のࣸਅͱͦのઆ໌を記ड़して͍Δ。
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１．はじめに
　ฏ�5からࢪ行されたڞ௨教科ʮ情報ʯ
のʮ情報の科ֶʯでは，σーλϕーεの֓೦をཧ
ղすること，またͦのために実際にσーλϕーε
を作・ૢ作する活動を取りೖれることとされて
います。σーλϕーεはۙなコンϐューλシε
ςϜの΄とΜどで使われているॏཁなٕज़である
一方，ར༻ऀଆからはීஈ，ͦの存ࡏに৮れ
る機ձがগないものでもあります。σーλϕーε
のしくみへのཧղをଅすためには，ֶश指ಋཁྖ
にもあるように，実際にσーλϕーεをૢ作する
実शを行うことがॏཁです。
　しかし実際は，ʮ情報の授業でσーλϕーε実
शを行うことはしいʯというをଟくฉきます。
存の教科ॻや参考ॻでは，σーλϕーε実श例ط
としてط存のσーλϕーεཧシεςϜ
（%#.4ʀ.icSoToGt�"cceTTなどが֘）を༻い
たものがଟいですが，ط存の%#.4はར༻ऀが
σーλϕーεのしくみをेཧղしていることを
前提にߏஙされており，いまからσーλϕーεの
しくみをֶ΅うとするॳֶऀにとってはૢ作方๏
のशಘͩけでଟくの時ؒをඅやしてしまい，ͦの
ૢ作を௨してσーλϕーεのしくみをཧղするま
でたどりணけないということになりがちです。݁
Ռ，ेに実शが行えないままσーλϕーεのֶ
शがऴわってしまったり，ͩٛߨけでࡁませて実
शはলུしてしまったりと，ेなσーλϕーε

の教育が行われていないࣄ例がগなくありませΜ。
　աڈにはσーλϕーεֶशࢧԉを目的とした
πーϧもいくつか提案されているのですが，΄と
Μどはେֶのઐ教育でのσーλϕーε教育を
ఆしたもので，σーλϕーεૢ作ޠݴとしてओྲྀ
の42-のशಘがओ目ඪとなっているものがେ
です。ڞ௨教科ʮ情報ʯでは，σーλϕーεઃܭ・
ཧのεϖシϟリεトཆが目的ではないので，
शಘに時ؒがかかる42-やઐ教育をఆした
生ରの授業に༻いߍߴ存πーϧでは，やはりط
るにはෆ向きです。
　こういったݱঢ়をվળするには，ߍߴのڞ௨教
科のようなʠ教ཆとしてのσーλϕーε֓೦のཧ
ղʡを目的とするֶशڥで，खܰに時ؒでσー
λϕーεの実शを行える教材がඞཁであると考え
ました。これが今ճհするσーλϕーε実श
πーϧʮT"cceTT（サクセε）ʯを։発するきっか
けとなりました。

２．sAccessの概要
　T"cceTTはσーλϕーεૢ作実शでのར༻を目
的としたֶशࢧԉπーϧです。おもなλーήット
としてߍߴの情報教育をఆしていますが，ಛఆ
の教科ॻや実शࢿྉにಛԽせͣ，൚༻的にσーλ
ϕーεૢ作を体ݧできるπーϧとなっています。
T"cceTTはWebΞプリケーションであり，ओཁな
Webϒϥβであれば，ผ్プϥάインなどはඞ
ཁなく，୭でもす͙にར༻することができます。

Ԭࢁେֶ

୍ɹ೭
naHataLi!oLaZaNa�u.ac.KQ

ճのͱͬてお͖Ideaࠓ
sAccess

sAccessで
データベース操作実習を行おう
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す。ʮࣹӨɹίʔυɺɹച্ʯで，ࡏݱのςー
ϒϧから品コーυとച上日のϑΟーϧυͩけ
り出したσーλςーϒϧを生します。またʮ݁
߹��ςʔϒϧ#ʯとすれば，ࡏݱのσーλςーϒ
ϧにςーϒϧ#を（ڞ௨するϑΟーϧυ໊をΩー
として）݁合した݁Ռをදࣔします。ͦれ以֎に
もʮ͑Δɹച্ʯでച上日ごとのϨコーυ
をΧントするなど，؆単な集ܭ༻の໋ྩも༻意
しています。
　ෳࡶなσーλૢ作は，これら単७な໋ྩをෳ
ฒてஞ࣍ॲཧすることで実ݱします。ਤ１を例
にすると，まͣ１൪目の໋ྩでʮച上σーλʯςー
ϒϧをݺび出し，ͦ のςーϒϧに̎൪目のʮબʯ
໋ྩを実ࢪ，さらにͦの݁Ռにରして，̏൪目の
ʮࣹӨʯ໋ྩをద༻する，といったखॱで，一つ
໋ྩを実行した݁Ռのσーλリεトにͦの࣍の໋
ྩを実行するελイϧで໋ྩをॲཧしていきます。
֤コϚンυのૢ作݁ՌがσーλςーϒϧのਪҠと
して画໘上にදࣔされるため，どのૢ作がσーλ
リεトにどう作༻し，また݁Ռどういうσーλが
ந出されたか，というྲྀれを画໘上で֬ೝするこ
とがՄです。

　T"cceTTのఆするج本的なར༻のྲྀれは，（１）
σーλϕーεにରするૢ作໋ྩ文（コϚンυ）を
ஞ࣍ೖྗし，（̎）ͦ のૢ作݁Ռによるσーλのม
ભを؍する，というૢ作を繰り返しながら，σー
λϕーεのج本的なしくみを体ݧ的にशಘすると
いうものです。なおT"cceTTのσーλϕーεࣜܗは，
のどのʮ情報の科ֶʯの教科ॻでもѻわれてࡏݱ
おり，実༻上も広く使われているリϨーショφϧ
σーλϕーε（3%#）を࠾༻しています。
　ਤ１にT"cceTTのૢ作画໘例をࣔします。画໘
，ଆのがコϚンυのೖྗと編集を行うૢ作൫ࠨ
දがฒΜでいる画໘ӈଆがコϚンυによるૢ作݁
Ռをදࣔするεϖーεとなっています。ೖྗཝに
ॴఆのコϚンυをೖྗ，あるいはೖྗࡁコϚンυ
をमਖ਼するごとに，ӈଆのσーλૢ作݁Ռが࿈動
してߋ新されます。これにより，σーλϕーεの
ૢ作と݁Ռの֬ೝを試行錯誤的に繰り返すことが
できるڥを実ݱしています。
　ೖྗするコϚンυは，3%#のج本ૢ作に一ର
一ର応するT"cceTTಠࣗの日本ྩ໋ޠセットを༻
います。例えばʮબɹؒ࣌ଳɹேʯとهड़すれ
ば，時ؒଳがʠேʡのϨコーυͩけがந出されま

▲図１　sAccessメイン画面
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༻σーλϕーεをׂりてるしくみになっていま
す。つまり，あるར༻ऀがσーλϕーεにいかな
るૢ作をՃえても，ଞのར༻ऀのσーλϕーεに
は一ӨڹがありませΜ。またいつでもૢ作をリ
セットしてσーλϕーεをॳ期ঢ়ଶにせますの
で，ֶशऀはࣦഊをؾにせͣ，ࢥいったૢ作が
できます。

３．授業での使い方
　T"cceTTは授業実शでのར༻をఆしており，
ͦれ単体でσーλϕーεֶशが݁するものでは
ありませΜ。ੈのதで使われているσーλϕーε
のׂやリϨーショφϧσーλϕーεのしくみと
としてٛߨ本ૢ作のཧ的な部は，授業தにج
ֶͿか，あるいはT"cceTTをૢ作しながら，教һ
からదٓઆ໌を行うことを前提にしています。ま
た，πーϧとしてಛఆの実श՝も༻意していま
せΜ。これらも教һが授業༰に合わせてࣄ前に
༻意するඞཁがあります。
　σーλϕーε実शとしては，σーλϕーεઃܭ
（εΩーϚઃܭ，ਖ਼نԽ）もॏཁなトϐックです
が，こちらを実ࢪする場合はσーλςーϒϧに૬
するC47ϑΝイϧを作する実शをまͣ行い，
ͦの後T"cceTTにΞップϩーυしてσーλૢ作実
शを行うྲྀれになります。たͩし，σーλϕーε
ઃܭにׂくेな実श時ؒが֬อできない場合も
ଟいとࢥいます。実際，プリセット%#はʮઃܭ
ԋशはলいてす͙σーλૢ作実शを行えるように
したいʯというཁをडけてՃした機であり，
実श時ؒがݶられる場合はこちらを使うのがよい
とࢥいます。σーλϕーεઃܭ実शにも時ؒを֬
อできるなら，ਖ਼نԽをؚめたσーλ作のஈ֊
から実शを行うことで，よりσーλϕーεのしく
みをཧղするのによいとࢥいます。
　また，教科ॻによってはૢ作݁ՌのσーλをϨ
ϙート༻にՃする実शもありますが，この作業
はσーλϕーεࣗ体のしくみとはҟなるため，

　ૢ作ରのσーλϕーεについては，あらかじ
めT"cceTTଆで༻意しているෳのプリセット%#
のଞ，ར༻ऀࣗが作したΦリδφϧのσーλ
ϕーεをొすることもՄです。ར༻ऀは࠷ॳ
にૢ作するσーλϕーεをબあるいはొする
ඞཁがあります（ਤ̎）。プリセット%#には，コ
ンϏニや生徒໊など，実श༻్に༗༻なサンプ
ϧを༻意しています。またΦリδφϧσーλのొ
は，ඪ४的なදࢉܭιϑトで作ՄなC47
のϑΝイϧをΞップϩーυすることによってࣜܗ
行います。また，σーλはૢ作の్தで一部มߋ
することもՄです（ਤ̏）。σーλが్தで
Ճ・มߋされると，ૢ作݁ՌがどうมԽするか，
という؍も行うことができます。
　T"cceTT部では，ར༻ऀごとにಠཱした作業

▲図２　データベース選択画面

▲図３　データテーブル閲覧・編集画面
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εト（をμンϩーυ出ྗしたC47ࣜܗのϑΝ
イϧ）と，ͦのときのコϚンυྻ一ࣜも合わせて
報ࠂさせます。どういうྲྀれでみのσーλを取
ಘしたのか，試行錯誤のաఔはコϚンυྻから֬
ೝできることもଟいです。この՝を௨して，生
徒がどこまでཧղしたのかをѲし，後の授業で
ͦの݁Ռについてのઆ໌を行います。

４．現状と今後
　T"cceTTは�01�にެ։して以߱，ࡏݱまでߴ
のֶ生をରとしたܥまたେֶでも，ඇ情報，ߍ
情報ૅج教育でར༻いたͩいており，いͣれのݱ
場からもʮաڈは使い方を֮えるͩけでऴわって
しまっていたσーλϕーε実शで，ֶशऀがద
なσーλૢ作方๏を考えるとこΖまでεϜーズに
行えたʯとのධՁをいたͩいています。
　同時に，ͦれにともないさまざまなվળཁも
出ており，ܧଓ的にπーϧのվળを行っておりま
す。ࡉかなෆ۩合のमਖ਼以֎にࡏݱ行っているେ
きなվྑの一つにʮクϥεཧʯ機がありま
す。クϥε単Ґで同一のσーλϕーεを同時に編
集・ૢ作する実शの実ݱ，クϥεֶशऀのσー
λૢ作ঢ়گを一ׅで֬ೝできる機の提ڙ，また
プリセット%#を֤教һがΧελϚイズできるよ
うにする機の実ݱなどを༧ఆしています。また，
σーλϕーεઃܭの実शをࢧԉするπーϧもผ్
։発を行っており，T"cceTTとの౷合によりσー
λϕーε実शのબࢶをさらにॆ実させることを
目指しています。
　T"cceTTはࣜެࡏݱサイトにて，୭でもࣗ༝に
ར༻できます。まͩまͩ発展్上のπーϧですが，
ぜひお試しいたͩければとࢥいます。授業でお使
いの際には，ご意見やごཁなどいたͩけますと，
なお幸いです。

・T"cceTT�ެࣜαΠτ
　IttQ���TacceTT�eQManH�KQ�

T"cceTTでは実していませΜ。T"cceTTではૢ作
݁ՌをC47ࣜܗのϑΝイϧにॻき出す機があ
りますので，実शを行う場合はͦちらをར༻して
ผ్දࢉܭιϑトで行うことになります。
　実शでは，3%#のج本ૢ作であるʮબ・ࣹ Ө・
݁合ʯを意ࣝさせる՝をଟ४උして，ֶशऀ
がࣗのཧղに合わせて՝をこなすというε
λイϧが༗ޮです。例として，実際にஶऀをؚΉ
։発άϧープが行った実शをհします。
，れることを目的に׳ॳはT"cceTTのૢ作に࠷　
的にもཧղしやすいબײΤンδンなどでࡧݕ
ૢ作から，ʮ時ؒଳがʠனʡのച上Ϩコーυを取
り出すʯといった3%#のج本ૢ作と一ର一にର
応する໋ྩをೖྗさせ，同じཁྖでࣹӨと݁合の
ૢ作を行わせます。݁合ૢ作は۩体的にԿがى
こったかが見た目ではわかりにくいので，まͣは
શһで一੪に݁合໋ྩを実行させて，ʮೋつのςー
ϒϧが，どういうϧーϧで݁合しているかʯを؍
。あるいは૬ஊさせるとよいです，
，本ૢ作をT"cceTTでどう行うかཧղした後でج　
にͦれらのૢ作を一つあるいはෳ༻いる，実࣍
श՝の実ࢪを指ࣔします。ʮച上σーλのςー
ϒϧから，ʠ��1ʡ，かつʠேʡの時ؒଳのച上げ
Ϩコーυを取り出すʯといった，文ষをたどれば
ͦのままର応する໋ྩがࢥいつきやすいものから，
ೖしているߪもଟく࠷ऴ的にはʮख़ঁੑが࠷
メーΧーの໊শをදࣔせよʯなど，໋ྩをどう組
み合わせればཁٻされるσーλが取ಘできるか，
生徒ࣗで試行錯誤しなければならない՝まで
༻意しておきます。T"cceTTでは同じ໋ྩにଟく
のผ໊を༻意する（例えばબはʮબͿʯʮந出ʯ
ʮセϨクトʯでもՄ）など，できるͩけ文๏的な
つまͮきがগなくなるようにしていますが，
ͦれでもૢ作にށったり໋ྩのߏにΉ生徒
がしばしば出てきますので，దٓΞυόイεを行
います。
　ͦの後実श՝の݁Ռを，࠷ऴ݁Ռのσーλリ
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社会の情報 視点 論点

　企業などがੵするେྔの情報，Ϗッάσーλ。
େなσーλを目的に応じてཧ，ੳすれば，
Ϗδωεや日ৗ生活をมえるσーλϕーεになる。
εϚートϑΥンなどのߴな情報௨৴ٕज़がਁಁ
すると，取り交わされるݸਓσーλは集ੵされて
いく。日ࢲ，ࠒたちはωットをӾཡしࡧݕする。
品をߪೖするためにඞཁ߲目をೖྗすることも
ある。ඇ৮ܕICΧーυでҠ動し，クϨδット
Χーυで取Ҿもする。こうしたݸਓのফඅ動向や
झຯ，関৺などさまざまな行動ܗଶをࣔすʮύー
ιφϧσーλʯは企業にとってๅのࢁとなる。
　このഎܠには，ϋーυσΟεクのੑ向上，҆
Ձにॲཧ・ੳできるڥのඋ，େྔσーλの
ࢄॲཧがՄなιϑトΣΞの։発がある。ͩ
が，国でϏッάσーλを活༻している企業はま
ͩগない。Ϗッάσーλのઐのਓ材がෆして
いるためͩが，今後૿ٸするとの༧ଌもある。
　一方，こうしたσーλが୭のもので，どうར༻
されるかがݒ೦されている。すでにクϥυ上に
େྔのύーιφϧσーλがੵされているが，こ
れらは発৴ऀのॴ༗とはݴいれない。֤サーϏ
εのར༻نでは，ࣄ業ऀのؼଐとしているとこ
Ζがଟく，ར༻ऀのঝや௨知なしにվมや
するなどの，広ൣなݖརをೝめている。

˞１

とのઢҾきもᐆດであޢਓのプϥイόシーอݸ　
る。ݱ行のݸਓ情報อޢ๏では，ݸਓ情報をʮಛ
ఆのݸਓをࣝผʯできるものとఆٛし，これらの
情報を第ऀࡾに提ڙする場合は本ਓの同意がඞཁ
とنఆしている。ͩが，நԽやಗ໊Խした情報
も，ଞの情報とরձすることでݸਓをಛఆできる
Մੑがある。ݸਓ情報อޢ๏はϏッάσーλ時
にର応できていないのである。ͦこで૯লな
どはύーιφϧσーλのར༻・ྲྀ௨のج本ཧ೦や
ݸར༻をೝめる࣍ଇをまとめた。ফඅऀに，ೋݪ
ਓ情報をબるしくみをઃけ，企業にσーλの取
ಘを࠷ݶにཹめ，第ऀࡾへの提ڙの༗ແなどに
関するنを作させることをபとした。国際的
にもʮプϥイόシー・コミッショφー੍ʯとよ
ばれる第ऀࡾ機関のઃཱをݕ౼している。の
IT૯合ઓུ本部はύーιφϧσーλのӡ༻を
๏のޢਓ情報อݸ，機関のઃஔなどऀࡾする第ࢹ
վਖ਼に向けたٞを࢝めている。
๏のཱから10。ϧーϧが実ޢਓ情報อݸ　
ଶにଈしていないݱঢ়から，๏վਖ਼をࢹにೖれ，
プϥイόシーอޢのྀと業目的のσーλར活
༻をଅਐする੍・ઃܭをਐめようとしている。
Ϗッάσーλのࣗ༝なྲྀ௨と੍نのόϥンεは，
しばらく試行錯誤がଓくようである。

˞̎

˞̏

˞̐

早稲田大学系属早稲田実業学校

楢原 毅

ビッグデータの汎用性と問題点
－個人情報はどこまで守られるのか－

※注１：IDCJapan　「国内ビッグデータテクノロジー/サービス市場予測を発表」　http://www.idcjapan.co.jp/Press/Current/20130826Apr.html
※注２：総務省　「パーソナルデータの利用・流通に関する研究会報告書」　http://www.soumu.go.jp/main_content/000231357.pdf
※注３：総務省　「諸外国の現状」　http://www.soumu.go.jp/main_content/000150899.pdf
※注４：内閣府　「パーソナルデータの取扱いルール整備に向けて検討すべき論点」　http://www.kantei.go.jp/jp/singi/it2/pd/dai1/siryou3_2.pdf
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ワークシート
� （　　　　　　　　　　　）

１．�私たちの身のまわりで，どのような場面でパーソナルデータが蓄積されているかを探ってみよ

う！

　　□　�TカードやSuicaなど，商品やサービスの購入でカードを利用すると，どのようなデータ

が履歴として残るかを列挙してみよう。

　　□　�履歴として残されたデータは企業にとってどのような利点で利用することができるのであ

ろうか。

２．�さまざまな場面でビッグデータが使われ出している。企業の具体的な利用方法を調べてみよう！

　　□　�楽天などでは，買い物履歴から利用者にどのような情報を提示しているだろうか。

　　□　�ファミリーマートやTSUTAYAなどは，共通ポイントカードの利用者にどのようなサー

ビスを提供しているだろうか。

　　□　�ホンダは，カーナビ搭載車から送信されるデータをもとに，どのような情報をカーナビに

表示しているだろうか。

３．�プライバシーの保護に向け，政府や企業はパーソナルデータにどのように対応したらよいだろ

うか？

　　□　�現行の個人情報保護法では，プライバシーの保護についてどう規定しているだろうか。

　　□　�ビッグデータ時代のプライバシーの保護について，どのようなルールがあるべきだろうか。

　　□　�パーソナルデータの二次利用について，企業と個人の立場でどのような違いがあるだろう

か。
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う間に井の中の蛙状態に陥ってしまう世の中であ
ることはもはや否めないのである。

もうちょっと身近なところで考えてみても
　日本の一般的な高校には何人の情報科の先生が
いるのだろうか。教科ごとの人数を比較すれば圧
倒的にマイノリティーになっていることが想像で
きる。専任の先生がたった一人で頑張っている学
校も多いかと思われる。その状況を云々議論して
も急に環境は変えられない。ただ，そんな状況で
注意すべき点があることを忘れてはならない。
　つまり，少人数あるいは一人で教科を担当して
いる状況では，担当者の意向が多分に反映した指
導内容になるという点である。それ自体は悪いこ
とばかりではない。ただ，情報科の指導内容は多
岐にわたるので，どの部分に力点を置くかとか，
それぞれの単元をどのように指導するかとか，コ
ンピュータの操作をどう取り扱うかなど，善し悪
しは別として指導者の「色」が出る。しかも，や
やもすれば，自分の設定した指導計画に基づいて
それを遂行していくことに精いっぱいになって，
なかなかその内容を精査したり検証したりする機
会に恵まれないケースもあり得る。
　では，そんな閉塞状況を打ち破るにはどんな方
法が考えられるだろうか。教員も生徒たちも学校
外との情報共有を図ればよいのである。ネットの
世界でも可能ではあるが，より効果的なのは教員
であれば研究会やセミナーなど，生徒たちであれ
ばコンテストや発表会など，いわゆるいろいろな
「大会」に顔を出すことが思い当たる。大会で相
手を知り己を知ることで，少なくとも井の中の蛙
にはならないのではないだろうか。

海外の教育に目を向けてみると
　例えば，お昼寝という慣行でいえば，台湾の高
校では昼食時間の後に短時間のお昼寝タイムが設
けられていて，ちゃんと時間割にも明記されてい
るのが一般的である。その時間になると全校生徒
が一斉にうたた寝するのである。日本人からすれ
ば異様な光景だろう。
　情報教育について見てみても，諸外国と日本の
状況にはギャップがある。日本の情報教育に携わ
る者としては，日本が決して世界に大きく後れを
とっているとは感じられない。その一方で，例え
ばアジア圏であれば，シンガポールやお隣の韓国
あたりは一歩先を進んでいる感がする。これらの
国々のほとんどの学校では，実際のところタブ
レットやクラウドなんてものは当たり前だという
環境が整備されていることが，どの程度知られて
いるだろうか。日本のように教科としての情報科
が孤軍奮闘で頑張っているのではなく，すべての
教科でIT化された教育が進んでいて，一定の成
果をあげているのである。日本のように，教育に
ICTを活用することの是非をいまだに議論してい
るような国はむしろ珍しいという事実を，私たち
自身，あまり認識していない。
　つまり，情報教育に携わっているか否かは別と
しても，世界の情報に目を向けなければあっとい

世界には，色々なカルチャーギャップがある。例えば，南欧スペイン
でのシエスタの習慣は有名だが，現地に行ってみた人はやはり実際に経
験してみて文化の違いに違和感を覚えるらしい。昼下がりは観光客相手
の土産物屋でさえ休憩時間で閉店していたりする。スペインでは，みん
ながお昼寝する午後3時より，人通りが多い午前3時の方が治安がいいな
んて話もあるくらいだ。しかし，こんなむかしながらの習慣も，グロー
バル化の波に押されてだんだんなくなってきている。

井の中の蛙大会を知らず !?
—情報科の教員が陥りがちな危ういシチュエーションとは？—
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ICT・Education

Web版発行のお知らせ

　いつも『ICT・Education』をお読み頂き，誠にありがとうございます。前号（50号）

でお知らせしましたように，本誌は今号（51号）から，Web版として発行することと

致しました。

　Web版第１号となる今号は，試行錯誤を繰り返しながらの発行となりました。Web

媒体のメリットを活かして，寄稿頂いた先生方の教育実践例では，実際の授業で使わ

れている教材や生徒作品，ワークシートなどを組み込み，参考Webサイトへのリンク

も試みました。

　新しい『ICT・Education』では，今後もWeb媒体のメリットを活かし，将来的には，

本誌が単なる機関誌ではなく，我が国の情報教育を担う先生方にとってさまざまな情

報交換のできる双方向のコミュニケーションの場となることを目指して参ります。

　また，幅広い先生方のニーズにお応えするため，『ICT・Education』とは違ったコ

ンセプトで企画・編集した『情報科＋』を創刊致します。こちらもぜひ，先生方に末

永くご愛読頂けるものになれば幸いです。

　先生方のご期待に添えるよう，これまで以上に編集・取材活動に努め，情報教育の

発展に寄与して参ります。これからも，弊社ならびに『ICT・Education』を先生方

の実践の一助にして頂きたく存じます。同時に，ご意見，ご提案などがございました

ら，ぜひご一報頂きたく，合わせてお願い申し上げます。

� 日本文教出版情報科編集部

ご意見，ご提案をお待ちしております。

webadmin@nichibun-g.co.jp

ICT・Educationの記事は，Nichibun.netからご覧になれます。

http://www.nichibun.net/
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